


昭
和
56
年
３
月
│
│

●
六
箇
小
学
校
塩
之
又
分
校
閉
校
、
市
研

修
セ
ン
タ
ー
塩
之
又
山
荘
に
転
用

平
成
２
年
８
月
│
│

●
中
魚
・
十
日
町
桜
門
会
が
市
と
市
議
会

に
日
本
大
学
レ
ス
リ
ン
グ
部
合
宿
所
誘

致
の
請
願
書
を
提
出

平
成
２
年
９
月
│
│
│
│

●
市
議
会
が
請
願
書
を
採
択

平
成
３
年
３
月
│
│

●
施
設
改
造
工
事
開
始

平
成
３
年
５
月
│
│

●
「
桜
花
レ
ス
リ
ン
グ
道
場
」
開
所

平
成
８
年
10
月
│
│

●
十
日
町
市
で
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
全
日
本

オ
ー
プ
ン
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
大
会
開
催

平
成
13
年
９
月
│
│

●
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
が
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
正
式
種
目
に
決
定

●
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
が
桜
花
道

場
を
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
レ
ス

リ
ン
グ
の
強
化
拠
点
施
設
に
指
定

平
成
14
年
２
月
│
│

●
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
十
日
町
後
援
会
設
立

平
成
16
年
８
月
│
│

●
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
レ
ス
リ
ン

グ
４
階
級
す
べ
て
で
メ
ダ
ル
獲
得

昭
和
56
年
３
月
の
閉
校
後
、
市
の
研
修

セ
ン
タ
ー
「
塩
之
又
山
荘
」
と
し
て
活
用

さ
れ
て
い
た
六
箇
小
学
校
塩
之
又
分
校
。

地
元
の
六
箇

地
区
振
興
会

と
塩
之
又
集

落
が
市
の
委

託
を
受
け
て

管
理
・
運
営

を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
し

か
し
、
過
疎

が
進
み
、
平

成
を
迎
え
る

こ
ろ
に
は
冬

季
の
除
雪
を

は
じ
め
と
し

た
管
理
・
運

営
は
困
難
を

極
め
て
い
ま

し
た
。

平

成

２

年
、
こ
れ
ら

を
何
と
か
で

き
な
い
か
と

相
談
を
受
け

た
の
が
、
昭

和
54
年
か
ら

60
年
ま
で
十

日
町
市
長
を
務
め
た
諸
里
正
典
さ
ん
で
し

た
。
諸
里
さ
ん
は
、
す
ぐ
に
友
人
の
福
田

富
昭
さ
ん
（
当
時
日
本
レ
ス
リ
ン
グ
協
会

副
理
事
長
・
日
本
大
学
レ
ス
リ
ン
グ
部
助

監
督
、
現
日
本
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
会
長
・

日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
常
務
理
事
選

手
強
化
本
部
長
・
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

日
本
選
手
団
総
監
督
）
に
相
談
、
日
本
大

学
レ
ス
リ
ン
グ
部
が
合
宿
所
の
適
地
を
探

し
て
い
る
こ
と
を
聞
き
つ
け
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の
地
域
の
日
本
大
学
Ｏ
Ｂ
会
で
あ

る
日
本
大
学
校
友
会
新
潟
県
支
部
中
魚
・

十
日
町
桜お
う

門も
ん

会
（
以
下
、
中
魚
・
十
日
町

桜
門
会
）
が
窓
口
と
な
り
、
「
塩
之
又
山

荘
を
合
宿
所
に
」
と
い
う
誘
致
活
動
を
開

始
し
ま
し
た
。
こ
の
年
は
、
日
本
大
学
の

創
設
１
０
０
周
年
に
あ
た
る
た
め
、
中

魚
・
十
日
町
桜
門
会
は
、
記
念
事
業
と
し

て
何
か
地
域
に
貢
献
で
き
る
も
の
は
な
い

か
と
検
討
し
て
い
た
矢
先
、
平
成
２
年
春

の
こ
と
で
し
た
。

同
年
７
月
、
中
魚
・
十
日
町
桜
門
会
は

六
箇
地
区
振
興
会
と
塩
之
又
集
落
と
最
終

的
な
話
し
合
い
を
実
施
、
塩
之
又
山
荘
を

日
本
大
学
レ
ス
リ
ン
グ
部
合
宿
所
と
す
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
８
月

に
は
中
魚
・
十
日
町
桜
門
会
と
六
箇
地
区

振
興
会
、
塩
之
又
集
落
の
３
者
が
市
と
市

議
会
に
日
本
大
学
レ
ス
リ
ン
グ
部
合
宿
所

誘
致
（
塩
之
又
山
荘
の
払
い
下
げ
）
の
請

願
書
を
提
出
、
市
議
会
は
９
月
議
会
で
請

願
書
の
採
択
に
至
り
ま
し
た
。

当
時
、
日
本
大
学
レ
ス
リ
ン
グ
部
の
合

宿
所
は
長
岡
市
や
山
梨
県
、
山
形
県
な
ど

数
か
所
が
候
補
に
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、

い
ず
れ
も
難
点
が
あ
り
、
劣
勢
に
立
た
さ

れ
て
い
た
塩
之
又
が
、
一
丸
と
な
っ
た
誘

致
活
動
で
挽
回
と
な
り
ま
し
た
。

冬
季
間
の
う
ち
に
払
い
下
げ
の
諸
手
続

き
や
施
設
の
改
造
計
画
に
着
手
し
、
平
成

３
年
３
月
に
は
施
設
改
造
工
事
を
開
始
、

４
月
に
は
施
設
の
名
前
も
「
桜
花
レ
ス
リ

ン
グ
道
場
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

待
望
の
桜
花
レ
ス
リ
ン
グ
道
場（
以
下
、

桜
花
道
場
）
は
同
年
５
月
に
完
成
、
開
所

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト

の
富
山
英
明
さ
ん
（
当
時
コ
ー
チ
、
現
ア

テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
団

監
督
）
が
解
説
し
な
が
ら
、
ソ
ウ
ル
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
小
林
孝
至
選

手
な
ど
が
模
範
演
技
を
披
露
し
ま
し
た
。

以
降
、
翌
年
に
控
え
た
バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
す
選
手
た
ち
が
、
次
々

と
合
宿
に
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ

し
て
桜
花
道
場
は
、
昭
和
59
年
に
発
足
し

た
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
の
強
化
拠
点
と
し
て

も
期
待
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
女

子
レ
ス
リ
ン
グ
の
歴
史
は
世
界
的
に
も
浅

く
、
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
正
式
種
目
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

管
理
・
運
営
が
立
ち
行
か
な
く
な
っ
た
廃
校
、

人
脈
と
偶
然
が
重
な
っ
た
合
宿
所
誘
致

桜
花
道
場
の
軌
跡
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廃
校
か
ら
生
ま
れ
変
わ
っ
た
桜
花
道
場
。

待
望
の
完
成
以
来
、
中
心
と
な
っ
て
運
営

に
あ
た
っ
て
き
た
の
が
、
当
時
中
魚
・
十

日
町
桜
門
会
の
役
員
を
し
て
い
た
丸
山
秀

二
さ
ん
（
稲
葉
・
62
歳
）
で
す
。
偶
然
に

も
、
福
田
富
昭
さ
ん
と
大
学
で
同
窓
・
同

年
だ
っ
た
丸
山
さ
ん
は
、
誘
致
活
動
の
段

階
か
ら
福
田
さ
ん
と
意
気
投
合
。
２
人
は

桜
花
道
場
の
完
成
以
降
も
私
財
を
投
げ
打

ち
、
道
場
の
大
幅
増
改
築
や
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
拡
張
工
事
、
水
道
工
事
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
施
設
の
設
備
拡
充
な
ど
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
丸
山
さ
ん
は
平
成
５

年
に
全
日
本
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
連
盟
副
会

長
に
就
任
。
世
界
選
手
権
大
会
の
日
本
女

子
選
手
団
長
や
、
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
支
援
団
長
を
務
め
ま

し
た
。

ま
た
完
成
以
来
、
中
心
と
な
っ
て
桜
花

道
場
を
管
理
し
て
き
た
の
が
、
古
く
か
ら

六
箇
地
区
と
付
き
合
い
の
あ
っ
た
小
口
勝

男
さ
ん
（
本
町
６
│
１
・
59
歳
）
と
地
元

塩
之
又
の
故
・
林
福
市
さ
ん
で
し
た
。
特

に
林
さ
ん
は
、
塩
之
又
山
荘
時
代
か
ら
管

理
に
あ
た
り
、
桜
花
道
場
と
な
っ
て
か
ら

も
ご
み
の
始
末
か
ら
草
刈
り
、
冬
に
は
雪

囲
い
や
雪
掘
り
ま
で
道
場
の
内
外
、
至
る

と
こ
ろ
の
世
話
を
し
て
き
ま
し
た
。ま
た
、

奥
さ
ん
の
千
代
さ
ん
（
塩
之
又
・
76
歳
）

と
義
娘
の
幸
子
さ
ん（
川
治
中
町
・
52
歳
）

も
ま
か
な
い
と
し
て
参
加
、
一
家
で
道
場

を
支
え
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
福
市
さ
ん

が
平
成
14
年
11
月
、
肺
が
ん
で
亡
く
な
り

ま
し
た
。
享
年
75
歳
で
し
た
。
桜
花
道
場

を
物
心
両
面
か
ら
支
え
て
き
た
福
市
さ
ん

の
お
通
夜
に
は
、
ギ
リ
シ
ャ
で
開
催
さ
れ

た
世
界
選
手
権
か
ら
帰
国
し
た
ば
か
り
の

選
手
や
関
係
者
も
続
々
と
訪
れ
ま
し
た
。

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
」
の
よ
う
な
存
在
だ
っ

た
福
市
さ
ん
。
選
手
た
ち
は
泣
き
じ
ゃ
く

り
な
が
ら
も
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
金
メ
ダ

ル
を
必
ず
見
せ
に
来
る
」と
誓
い
ま
し
た
。

一
方
、
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
の
強
化
に
力

を
入
れ
る
福
田
さ
ん
。
日
本
レ
ス
リ
ン
グ

協
会
で
は
年
数
回
の
合
宿
を
桜
花
道
場
で

実
施
し
、
合
宿
に
参
加
し
な
い
選
手
は
成

績
が
良
く
て
も
代
表
に
は
選
ば
な
い
と
い

う
方
針
を
貫
き
ま
し
た
。

生
ま
れ
変
わ
っ
た
廃
校
、
多
く
の
人
の
情
熱

に
支
え
ら
れ
た
桜
花
レ
ス
リ
ン
グ
道
場

塩
之
又
森
林
公
園
の
計
画
・
建
設
以

来
、
六
箇
地
区
と
の
付
き
合
い
は
25
年

に
な
り
ま
す
。
レ
ス
リ
ン
グ
合
宿
所
誘

致
の
際
に
も
縁
が
あ
り
、「
俺
も
面
倒
を

見
る
か
ら
」
と
言
っ
た
手
前
、
抜
け
ら

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
で

も
桜
花
レ
ス
リ
ン
グ
道
場
の
用
務
員
、

早
く
言
え
ば
小
間
使
い
で
す
。

道
場
を
開
設
し
て
か
ら
３
年
く
ら
い

日
本
大
学
レ
ス
リ
ン
グ
部
の
合
宿
所

の
話
が
あ
っ
た
と
き
、
こ
れ
は
地
域
興お
こ

し
に
な
り
う
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
直
感

し
ま
し
た
。
当
時
、
中
魚
・
十
日
町
桜

門
会
の
役
員
で
、
１
０
０
周
年
の
際
に

た
だ
学
校
に
お
金
を
寄
付
す
る
の
で
は

な
く
、
ど
う
せ
な
ら
地
元
に
還
元
で
き

る
も
の
に
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

よ
そ
か
ら
人
が
来
て
滞
在
す
れ
ば
、

食
材
か
ら
何
か
ら
地
元
で
調
達
す
る
、

そ
し
て
交
流
が
始
ま
る
。
ス
ポ
ー
ツ
で

あ
れ
芸
術
で
あ
れ
、
一
流
と
呼
ば
れ
る

人
間
と
地
域
の
人
が
交
流
す
る
こ
と
は

何
に
も
代
え
難
い
経
験
に
な
る
は
ず
で

す
。
そ
ん
な
中
で
会
と
し
て
も
地
域
と

か
か
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

私
自
身
、
相
撲
や
柔
道
な
ど
の
格
闘
技

は
好
き
で
し
た
が
、
レ
ス
リ
ン
グ
の
経

験
は
な
か
っ
た
の
で
、
レ
ス
リ
ン
グ
を

強
く
し
た
い
な
ん
て
高こ
う

邁ま
い

な
気
持
ち
は

当
時
、
正
直
少
し
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
ね
。

レ
ス
リ
ン
グ
は
マ
イ
ナ
ー
な
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。
で
も
、
マ
イ
ナ
ー
だ
か
ら
こ

そ
十
日
町
に
道
場
を
作
る
こ
と
が
で
き

た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
一
度
は
廃
校
に

丸 山 秀 二さん
（稲葉・62歳）

小口勝男さん
（本町６-１・59歳）

千代─不規則な夏だけの仕事で、

集落でも引き受け手がいなかった

んだよ。私は、道場ができて３年

目くらいから手伝い始めたんだ。

スタミナ料理って言われても、意

味がわかんない。もちろん、レス

リングなんて知らなかったよ。

幸子─最初は、何を作っていいの

かよくわかりませんでした。選手

は何が好みなのか、何を出したら

喜ぶのか手探りでした。いろいろ

なメニューを出しても、それぞれ

好き嫌いがあるので残されること

もありましたね。外国の人も合宿

に参加するようになり、数年前からはバイキング形式

に変えたので、そんなこともなくなりました。

幸子─「おいしかった」の一言がやっぱりうれしいし、

励みになります。食事を作ることが楽しみになりまし

たね。それに、名字じゃなくて、「おばあちゃん」「お

ばちゃん」って親しみを込めて呼んでくれるのがうれ

しいですよね。

千代─昔、道場に来てた子が結婚して子どもの写真を

送ってくれるんだよ。レスリングから離れても付き合

いを続けてくれるのがうれしいね。また、おじいちゃ

んが亡くなったとき、大勢の人がお通夜に駆け付けて

くれたんだ。あのときも本当にう

れしかった。私たちは台所だけだ

けど、おじいちゃんは屋根の雪掘

りから草刈り、ゴミ出しなど、何

でもしていたから。

千代─オリンピックが近づくにつ

れ、やっぱり世界選手権とは違う、

今回はオリンピックなんだという

ものを選手たちから感じたね。

幸子─色こそ違うけど、１人も欠

けずに４人ともメダルをとってく

れて、本当にうれしいです。

千代─最高にうれしい。メダルの

色なんて関係ないよ。だって、浜ちゃん（浜口京子選

手）の最後の笑顔、本当に素敵だったじゃない。

千代─この年になって、まさかこんなふうになるとは

ね。塩之又も変わったし自分も変わった。道場にあか

りがつくとにぎやかで活気があってうれしいね。１人

で暮らしていたら今ごろボケていたと思うよ。オリン

ピックで一区切りつけようと思ってたんだけど、もう

ちょっとやってみようかって気になった。だって、道

場に来ると若返るんだもの。若い人に元気をもらって

ますよ。

林　千代 さん（塩之又・76歳）
林　幸子 さん（川治中町・52歳）

が
本
当
に
大
変
で
し
た
。
朝
晩
の
食
事

の
準
備
を
す
る
た
め
１
日
２
回
、
ま
か

な
い
を
お
願
い
し
た
人
を
道
場
ま
で
送

迎
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
今
の
よ
う

な
形
に
落
ち
着
く
ま
で
は
何
も
わ
か
ら

ず
、
泣
き
た
い
く
ら
い
で
し
た
ね
。
で

も
、
も
う
だ
め
だ
と
思
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
汗
と
涙
を
流
す
選
手
た
ち

を
見
て
い
る
と
、
や
め
た
い
な
ん
て
言

え
ま
せ
ん
で
し
た
。

女
子
レ
ス
リ
ン
グ
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

種
目
に
な
り
、
知
名
度
が
上
が
っ
た
こ

と
は
大
き
い
で
す
ね
。
市
民
が
関
心
を

持
ち
は
じ
め
る
と
道
場
に
人
が
来
る
よ

う
に
な
り
、
最
近
は
ず
い
ぶ
ん
と
楽
に

な
り
ま
し
た
。
昔
か
ら
選
手
た
ち
を
見

て
い
て
、
成
長
し
て
い
く
過
程
も
知
っ

て
い
る
の
で
、
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
と
き
は
ま
っ
す
ぐ
に
テ
レ
ビ
画
面
を

見
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

桜
花
レ
ス
リ
ン
グ
道
場
は
、
廃
校
を

利
用
し
て
成
功
し
た
全
国
で
も
珍
し
い

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
だ
と
思
い
ま
す
。
道
場

へ
の
市
民
の
サ
ポ
ー
ト
は
、
も
っ
と
盛

り
上
が
っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
し
、

そ
う
な
っ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
。

吉
田
沙
保
里
・
浜
口
京
子
・
伊
調
馨
の
各
選
手
か
ら

世
界
選
手
権
の
金
メ
ダ
ル
を
か
け
て
も
ら
う
林
千
代

さ
ん
・
幸
子
さ
ん

（
平
成
15
年
２
月
）

初
め
て
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
の
合
宿
を
受

け
入
れ
る
小
口
勝
男
さ
ん
と
六
箇
地
区

の
皆
さ
ん

（
平
成
３
年
５
月
）

林千代さんと故 福市さん
（平成14年夏、桜花道場の前で）

な
っ
た
学
校
に
再
び
あ
か
り
が
灯
っ
た

わ
け
で
す
か
ら
、
地
元
の
皆
さ
ん
も
へ

っ
と
み
た
い
に
が
ん
ば
っ
て
く
れ
ま
し

た
よ
。
メ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
だ
っ
た
ら

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
で
良
か
っ
た
ん
で
し
ょ

う
け
ど
ね
。

今
回
の
ア
テ
ネ
五
輪
で
は
女
子
は
全

階
級
で
メ
ダ
ル
獲
得
、
男
子
は
２
個
の

銅
メ
ダ
ル
と
計
６
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
ま
し
た
。
す
べ
て
の
原
点
は
塩
之
又

な
ん
で
す
。
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オリンピック当日、
深夜にもかかわらず
盛り上がる桜花道
場。一挙手一投足に
歓声とため息の連続
でした。

国
際
レ
ス
リ
ン
グ
連
盟
が
女
子
レ
ス
リ

ン
グ
を
種
目
と
し
て
正
式
に
認
め
た
の
は

昭
和
58
年
、
そ
し
て
女
子
の
世
界
選
手
権

が
初
め
て
開
催
さ
れ
た
の
は
62
年
の
こ
と

で
し
た
。
ま
た
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
後
の
平
成
５
年
こ
ろ
か
ら
女
子
レ
ス

リ
ン
グ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
正
式
種
目
化
の

気
運
が
高
ま
り
、
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委

員
会
が「
す
べ
て
の
競
技
で
男
女
開
催
を
」

と
の
理
想
を
掲
げ
た
の
は
、
７
年
こ
ろ
か

ら
で
し
た
。
し
か
し
、
８
年
の
ア
ト
ラ
ン

タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
12
年
の
シ
ド
ニ
ー
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
と
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の

た
び
に
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
正
式
種
目
化
の

話
が
出
て
は
消
え
、
結
局
実
現
に
は
至
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

選
手
や
関
係
者
な
ど
が「
ま
た
だ
め
か
」

と
あ
き
ら
め
か
け
て
い
た
平
成
13
年
９

月
、
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
女
子
レ
ス

リ
ン
グ
が
正
式
種
目
に
採
用
さ
れ
る
こ
と

が
決
定
し
ま
す
。
福
田
富
昭
さ
ん
（
当
時

日
本
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
専
務
理
事
）
を
は

じ
め
と
す
る
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
推
進
派
の

長
年
に
わ
た
る
活
動
の
成
果
で
し
た
。
そ

し
て
、
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

正
式
種
目
決
定
に
よ
り
、
桜
花
道
場
も
日

本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
か
ら
競
技
別
強

化
拠
点
施
設
と
し
て
「
競
技
別
強
化
セ
ン

タ
ー
」
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。「
廃
校
」

が
正
式
な
強
化
拠
点
施
設
と
し
て
認
め
ら

れ
た
瞬
間
で
し
た
。

ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
あ
と
２
年

と
な
っ
た
平
成
14
年
、
２
月
に
は
「
女
子

レ
ス
リ
ン
グ
十
日
町
後
援
会
」
（
大
島
孳
つ
と
む

会
長
）
が
発
足
、
中
魚
・
十
日
町
桜
門
会

と
と
も
に
本
格
的
な
支
援
活
動
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
後
援
会
で
は
、
合
宿
や
大
会

な
ど
で
の
激
励
会
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
活
動
を
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
年
か
ら
、
外
国
人
選
手
も
桜

花
道
場
で
の
合
宿
に
参
加
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目

に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
ま
で
の
世

界
選
手
権
な
ど
で
圧
倒
的
な
強
さ
を
見
せ

て
い
た
日
本
チ
ー
ム
の
秘
密
を
探
し
に
来

た
の
で
す
。
す
で
に
、
世
界
の
女
子
レ
ス

リ
ン
グ
関
係
者
の
間
で
は
「
ジ
ャ
パ
ン
、

シ
オ
ノ
マ
タ
」
の
名
前
は
有
名
で
、
日
本

の
「
強
化
拠
点
」
は
世
界
で
も
注
目
の
場

所
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

女
子
レ
ス
リ
ン
グ
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
正
式
種
目
に
決
定
！

強
化
拠
点
に
指
定
さ
れ
た
桜
花
レ
ス
リ
ン
グ
道
場
、

設
立
さ
れ
た
十
日
町
後
援
会

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
の
今
年
、
女
子

レ
ス
リ
ン
グ
日
本
代
表
選
手
た
ち
は
、
桜

花
道
場
で
４
月
・
６
月
・
７
月
の
３
回
合

宿
を
行
い
ま
し
た
。
前
年
に
ア
メ
リ
カ
・

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
行
わ
れ
た
世
界
選
手
権

で
７
階
級
中
５
階
級
を
制
し
た
こ
と
も
あ

り
、
合
宿
を
重
ね
る
た
び
に
数
を
増
す
報

道
陣
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
実
施
４
階
級
完
全

制
覇
も
夢
で
は
な
い
と
、
桜
花
道
場
も
世

間
の
注
目
を
集
め
て
い
き
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
迎
え
た
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
。
８
月
22
日
a
午
後
か
ら
予
選
、
23
日

b
午
後
か
ら
準
決
勝
、
深
夜
に
は
決
勝
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
後
援
会
の
会
員
な
ど
23

人
は
現
地
で
応
援
す
る
た
め
、
す
で
に
ア

テ
ネ
へ
と
飛
び
、
桜
花
道
場
に
は
地
元
に

残
っ
た
後
援
会
や
中
魚
・
十
日
町
桜
門
会

の
会
員
を
は
じ
め
連
日
多
く
の
市
民
が
集

ま
り
ま
し
た
。
特
に
決
勝
が
行
わ
れ
た
23

日
深
夜
は
、
そ
ろ
い
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ

ャ
ツ
に
手
ぬ
ぐ
い
、手
に
は
小
旗
を
持
ち
、

ア
テ
ネ
に
届
け
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
大
き

な
声
援
を
送
り

続
け
ま
し
た
。

試
合
前
に
は

「
気
合
だ
ー
！
」

の
か
け
声
、
そ

し
て
試
合
中
に

夫が女子レスリング十日町後援会に入

っていたため、以前から応援していまし

たが、オリンピックが近づくにつれ、自

分でも何かしたいという気持ちが大きく

なっていきました。

塩之又の桜花レスリング道場にタヌキ

が出るということを聞き、タヌキは「他

抜き」なので縁起がいいとマスコットに

決めて、ボランティアで応援グッズを作

り始めました。そして、今年２月の雪ま

つりころから自宅前にタヌキグッズや選

手のパネルなどの展示を始めました。道場がどこにあるかすらも

知らない市民が多くてあまり盛り上がって

いないと感じ、また商店街の中にある家と

して自分にできることをと考えたからで

す。今では通りがかりの人がすごく見てく

れるようになりました。わからないような

顔をしている人には、こっちから出ていっ

て説明してあげることもあるんですよ。

実際に道場に行って練習を見てみると、

自分も何かしたいと感じると思います。も

っと市民の関心が高まり、きちんとした応

援体制がとれるようになったらいいですね。

厳しい練習が行われる桜花道場での合宿
（平成16年７月、オリンピック最終合宿）

女子レスリングのパネルなどが所せましと
展示されている樋口さんの自宅前

樋 口 道 子さん
（高田町１・58歳）

後援会の一員として、桜花道

場での応援を盛り上げるために

グッズを製作しました。統一感

が出てまとまりがあるように見

えるものをとＴシャツや手ぬぐ

いに決め、デザインを担当しま

した。選手は十日町から「勇気」

をもらったと言い、地元は選手

たちから「元気」をもらったと

いう言葉をよく聞いたため、勇

気と元気をイメージしました。

日の丸に加えて、選手と応援団のガッツポーツです。そ

れに、みんながよく口にする「気合」を組み合わせまし

た。気合は、選手と応援団の「気持ちが合う」という意

味もあり、いい言葉だと思いますよ。

予選の日は日曜日だったこともあり、子どもやお年寄

りなど地元の人が多かったです。ちょっとのぞいていく

つもりが、結局みんな最後までいましたね。アテネで戦

っている選手たちがすごく身近に感じたんじゃないでし

ょうか。また、決勝は平日の深夜に行われたので、あん

なにたくさんの人が集まるとは思いませんでした。「夢」

を形にしようとする人間を応援したいと集まった十日町

の人たちのパワーを感じましたね。

千 原 祥 一さん
（千歳町３・41歳）

は
選
手
の
名
前
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
コ

ー
ル
さ
れ
、
深
夜
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会

場
の
熱
気
は
最
高
潮
に
達
し
て
い
ま
し

た
。
結
果
は
金
２
個
、
銀
と
銅
が
１
個
ず

つ
と
全
階
級
で
メ
ダ
ル
を
獲
得
、
桜
花
道

場
は
大
き
な
感
動
と
興
奮
に
包
ま
れ
ま
し

た
。こ

の
間
、
桜
花
道
場
に
は
テ
レ
ビ
中
継

車
を
は
じ
め
多
く
の
報
道
陣
が
詰
め
掛
け

ま
し
た
。
応
援
の
様
子
は
連
日
全
国
へ
と

生
中
継
さ
れ
、
各
新
聞
で
も
大
き
く
取
り

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

山
々
に
歓
声
が
こ
だ
ま
し
た
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

塩
之
又
か
ら
金
・
金
・
銀
・
銅
！
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桜
花
道
場
の
開
設
以
来
、
選
手
た
ち
と

子
ど
も
た
ち
の
交
流
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
桜
花
道
場
は
、
元
は
塩
之
又
分
校
だ

っ
た
た
め
、
本
校
だ
っ
た
六
箇
小
学
校
と

の
交
流
は
現
在
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。
昨

年
10
月
の
交
流
会
で
は
、
練
習
見
学
後
に

選
手
の
ブ
リ
ッ
ジ
の
上
に
乗
る
な
ど
、
本

物
の
強
さ
を
確
か
め
ま
し
た
。
ま
た
、
今

年
６
月
に
は
児
童
一
人
ひ
と
り
の
手
形
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
入
り
の
応
援
旗
を
作
成
、
千

羽
鶴
と
と
も
に
手
渡
し
ま
し
た
。
ア
テ
ネ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
に
は
、
選
手
た
ち

が
お
礼
を
込
め
て
六
箇
小
学
校
を
訪
問
、

金
メ
ダ
ル
を
見
た
子
ど
も
た
ち
に
は
笑
顔

が
広
が
り
ま
し
た
。（
表
紙
参
照
）

交
流
は
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
平
成
６
年
に
は
、
世
界
選
手
権
の

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ
で
着
る
ゆ
か
た

を
贈
ろ
う
と
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
が
行
わ

れ
、
７
年
２
月
の
雪
ま
つ
り
で
女
子
レ
ス

リ
ン
グ
チ
ー
ム
に
ゆ
か
た
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
８
年
10
月
に
は
、
女
子
レ
ス
リ

ン
グ
全
日
本
オ
ー
プ
ン
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
大

会
が
十
日
町
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
13

年
８
月
の
十
日
町
お
お
ま
つ
り
民
謡
流
し

に
は
、
日
本
選
手
と
と
も
に
当
時
い
っ
し

ょ
に
合
宿
に
参
加
し
て
い
た
外
国
人
選
手

も
ゆ
か
た
姿
で
参
加
、
ま
つ
り
を
楽
し
み

ま
し
た
。
さ
ら
に
14
年
の
十
日
町
雪
ま
つ

り
で
は
、
前
年
の
世
界
選
手
権
で
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
た
選
手
な
ど
が
雪
上
カ
ー
ニ
バ

ル
の
ス
テ
ー
ジ
上
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
交
流
会
や
ま
つ
り
へ
の
参
加

は
、
選
手
た
ち
に
と
っ
て
厳
し
い
練
習
の

合
間
の
気
分
転
換
で
あ
り
、
市
民
に
と
っ

て
は
一
流
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
と
ふ
れ
あ
う

貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

続
い
た
交
流
、
広
が
る
笑
顔

ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
こ
こ
十
日

町
市
、
塩
之
又
、
そ
し
て
桜
花
道
場
の
名

は
一
躍
全
国
に
知
れ
渡
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
今
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に
、

市
内
に
も
こ
ん
な
施
設
が
あ
っ
た
の
か
と

い
う
こ
と
を
知
っ
た
市
民
も
多
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

そ
ん
な
桜
花
道
場
、
次
回
の
北
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
も
強
化
拠
点
施
設
か
と
い
う

と
、
実
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
の
「
競
技
別
強
化

セ
ン
タ
ー
」
の
指
定
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ご

と
に
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
桜
花
道

場
が
今
後
も
ず
っ
と
「
強
化
拠
点
」
で
あ

る
と
は
限
ら
な
い
の
で
す
。
で
は
、
私
た

ち
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
何
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、
桜
花
道
場
が
こ
こ
十
日
町
市

に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
そ
れ
を
誇

り
に
思
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。選

手
が
合
宿
に
来
て
い
る
と
き
に
は
、
ぜ
ひ

見
学
に
訪
れ
て
く
だ
さ
い
。
都
合
が
つ
く

と
き
に
立
ち
寄
る
だ
け
で
も
い
い
で
す
。

た
だ
、
我
々
も
応
援
し
て
い
る
ん
だ
と
い

う
こ
と
が
選
手
た
ち
に
伝
わ
れ
ば
い
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の

気
持
ち
が
選
手
た
ち
に
伝
わ
っ
た
と
き
、

「
十
日
町
市
あ
げ
て
の
応
援
」
と
い
う
言

葉
が
本
物
に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

レ
ス
リ
ン
グ
漬
け
の
毎
日
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
最
高
の
練
習
環
境
と
、
そ
れ
を

支
え
る
本
物
の
応
援
。
こ
れ
ら
が
そ
ろ
え

ば
、
桜
花
道
場
は
「
強
化
拠
点
」
で
あ
り

続
け
ら
れ
る
は
ず
で
す
。

十日町おおまつり民謡流しに参加する日
本とカナダの選手たち（平成13年8月）

今やオリンピックの金メダリストになった
吉田沙保里選手のブリッジにまたがりうれ
しそうな子どもたち（平成15年10月）

六箇小の児童が作った応援旗（平成16年６月）
実際にアテネに持ち込まれました

報告会には多くの市民が集まりました

全
国
に
知
れ
渡
っ
た
桜
花
レ
ス
リ
ン
グ
道
場
、

今
後
も
「
強
化
拠
点
」
で
あ
り
続
け
る
た
め
に

桜花道場がもともと塩之

又分校だったということも

あり、練習見学や世界選手

権後の報告会などさまざま

な交流をさせていただいて

います。また、千羽鶴を贈

る際には老人クラブの皆さ

んに手伝ってもらうなど、

地域の人もいっしょに交流

の輪に加わっています。女

子レスリング選手たちとの交流は、子どもたちが世

界に目を向ける良いきっかけとなりました。実際に

見たことのある選手たちがオリンピックでメダルを

獲得したのですから、世界がより身近に感じられた

ことでしょう。子どもたちが本物と出会い感動する、

それがすべての基本である感性を磨くことにつなが

るのだと思います。子どもたちは厳しい練習を目の

当たりにし、一流になるためにはあきらめない心が

必要なんだということを学んだはずです。子どもた

ちには、これを契機にチャレンジする心とそこまで

の努力を大切にしてほしいですね。

六箇小学校校長
森 山 恵 子さん

当日は夜中の３時まで桜

花道場で応援していました。

あれだけ練習していたんで、

必ずメダルをとってくれる

と信じていました。４人の

メダルは練習の思いがつま

ったメダルだと思います。

桜花道場での練習は10

回以上見ましたが、強くな

るには練習が必要なんだと

感じました。

六箇小学校６年
桑 原 大 貴さん

20年前に始めた女子レスリング

がようやく花開きました。アテネ

では全員がメダルをとると確信し

ていましたが、４選手とも本当に

よく戦ってくれました。

13年前に塩之又の廃校を譲っ

ていただきました。そのときに、

女子レスリングを世界一にして、

オリンピック種目にし、そこで優

勝させるんだと誓いました。13年前に作った桜花道場の壁

には、「目指せ世界一、オリンピック」と書いてあります。

まだ、女子レスリングがオリンピック種目ではなかった時

代です。以来、その夢に向かって13年間努力してきました。

塩之又の桜花道場は、日本で、そして世界で有名になり

ました。日本の女子レスリングは、「あの山の中で鍛えて

いるんだ」「あの苦しい練習に耐えているんだ」と世界中

が認識しています。そして、「この坂を越えたら、あの山

を越えたら金メダルが見えるんだ」と選手が心に刻み、苦

しさを一つずつ一つずつ乗り越えたからこそメダルを獲得

したわけです。

女子レスリングはここ十日町の塩之又でずっと合宿を行

い、厳しいトレーニングを重ねてきました。そのおかげで全

階級メダルを獲得できたと思っています。皆さんの温かい、

そして熱いご声援本当にありがとうございました。

日本レスリング協会
会　長

福 田 富 昭さん

日本から、そしてこの十日町か

らアテネに向けて温かいご声援を

送っていただきありがとうござい

ました。皆さんのおかげで最後の

最後まで闘争心を失うことなく戦

うことができました。

アテネオリンピックから桜花道

場に帰ってきたときに、初めてこ

こに来たときの記憶がよみがえ

り、当時のことを思い出しました。

今までどの世界選手権から帰って

きたときも、こんな感じになった

ことはありません。私は、本当に桜花道場に育てられたん

だなあ、だからオリンピックのメダルが取れたんだなあっ

て、改めて思いました。

少しでも早く、感動間もないうちに自分の姿や銅メダル

を多くの皆さんに見てほしかったです。だから、市民報告

会では、子どもたちやおじいちゃん・おばあちゃんなどたく

さんの人に見てもらうことができて、とても良かったです。

浅草生まれの私にとって、浅草以外の土地でこんなにた

くさんの時間を過ごしたことはありません。十日町は第２

のふるさとです。

アテネオリンピック
銅メダリスト

浜 口 京 子さん
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が
、
今
年
は
地
元
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
１
チ
ー
ム

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
や
サ
ッ
カ
ー
の
19

歳
以
下
日
本
代
表
候
補
が
キ
ャ
ン
プ
を
行

い
ま
し
た
。
受
け
入
れ
地
の
当
間
高
原
リ

ゾ
ー
ト
や
十
日
町
市
の
名
は
県
内
外
に
広

く
Ｐ
Ｒ
さ
れ
ま
し
た
。

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
で
は
、
自
然
と
の

共
生
を
目
指
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
棚
田
を
野
鳥
が
住
み

や
す
い
環
境
に
整
備
し
た
「
あ
て
ま
バ
ー

ド
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
」
は
、
平
成
15
年
度

土
木
学
会
環
境
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま

た
、
あ
て
ま
自
然
学
校
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

メ
ニ
ュ
ー
の
自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ

り
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
ご
満
足
い
た

だ
け
ま
す
（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）。

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
で
は
、
建
設
投
資

や
オ
ー
プ
ン
後
の
雇
用
、
地
域
内
か
ら
の

物
資
購
入
、
来
訪
客
に
よ
る
消
費
や
施
設

利
用
、
市
な
ど
へ
の
納
税
な
ど
各
方
面
に

経
済
効
果
が
現
れ
て
い
ま
す
。
地
域
内
の

雇
用
は
、
会
社
に
よ
る
直
接
雇
用
が
約
１

６
０
人
、
関
連
地
元
企
業
が
約
50
人
に
も

の
ぼ
る
新
た
な
雇
用
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
主
に
市
内
か
ら
の
物
資
購
入
は
、

米
な
ど
の
農
産
品
や
食
材
、
資
材
、
肥
料

な
ど
を
中
心
に
全
体
の
約
半
分
を
占
め
て

い
ま
す
。

市民の皆様には、い

つも大変お世話になっ

ております。お陰様で、

この10月でベルナテ

ィオは開業８周年を迎

えます。これもひとえ

に市民の皆様からのご

愛顧の賜物と深く感謝

申し上げている次第で

あります。

自然がいっぱいの魅

力あるリゾートとして

の定評が得られ、県内外からも注目を浴びるよう

になって参りました。開業以来、今までのさまざ

まな取り組みが、ようやくここに来て実を結びつ

つあるといった状況であります。

これからも、市民の皆様に愛され続けるリゾー

トを目指して、全社一丸となって取り組んで参る

所存でございますので、どうぞよろしくお願い申

し上げます。

15
年
度
に
は
約
27
万
人
が
訪
れ
、
約
９

万
人
が
宿
泊
し
ま
し
た
。
県
内
外
か
ら
大

勢
の
人
が
訪
れ
、
特
に
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
や
夏
休
み
、
年
末
年
始
な
ど
は
家
族

連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
近
年

特
に
力
を
入
れ
て
い
る
自
然
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
へ
の
参
加
者
は
大
幅
に
伸
び
て
お

り
、
そ
の
ほ
か
の
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
施
設
と
合
わ
せ
て
年
々
利
用
者
が

増
え
て
い
ま
す
。

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
地
内
の
当
間
多
目

的
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
ク
ロ
ア
チ
ア
ピ
ッ
チ
）

で
は
、
14
年
に
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
ク
ロ
ア
チ
ア
代
表
チ
ー
ム
が
キ
ャ
ン
プ

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
昨
年
は
サ

ッ
カ
ー
Ｊ
１
チ
ー
ム
横
浜
Ｆ
・
マ
リ
ノ
ス

自
然
と
花
い
っ
ぱ
い
の
リ
ゾ
ー
ト
、
当
間
高

原
リ
ゾ
ー
ト
「
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
」。
10
月
１
日
で

開
業
８
周
年
を
迎
え
る
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
の
利
用

状
況
や
現
況
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

自
然
と
の
共
生
を
目
指
し
て

年
々
増
え
る
利
用
客

キ
ャ
ン
プ
の
メ
ッ
カ
へ

㈱当間高原リゾート
代表取締役社長

高 乘 和 彦

ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
開
業
８
周
年

内容

¡ヘリコプター遊覧

日　時：２日g・３日a午前９時～午後４時

料　金：3,000円（小学生以下2,000円）

¡自然観察会

日　時：２日g・３日a午前11時～、午後１時～

参加費：500円

期日　10月２日（土）・３日（日）
会場　ベルナティオ花だいら

ベルナティオ宿泊者・利用者推移�

0

5

10

15

20

25

30

宿泊者数�

利用者総数�

８
年
度�

９
年
度�

10
年
度�

11
年
度�

12
年
度�

13
年
度�

14
年
度�

15
年
度�

（
６
か
月
）�

（万人）�

都道府県別宿泊実績�

新潟県�
30.9％�

東京都�
20.5％�

埼玉県埼玉県�
14.9％�

群馬県群馬県�
　6.5％�

埼玉県�
14.9％�

神奈川県�
 11.5％�

千葉県�
 8.1％�

群馬県�
　6.5％�

その他 7.6％�

地
域
に
貢
献

問合せ
観光交流課リゾート交流係

157－3100

ベルナティオ開業
８周年になりました

コスモスまつり協賛

全国一斉ネイチャーゲーム大会

日　時 10月17日a午前10時～

会　場 見晴しの池周辺

参加費 500円

主　催 十日町地域ネイチャーゲームの会

申込み・問合せ 岡村和博157-3076

¡ワンワン運動会 in ベルナティオ

日　時：３日a午前10時～午後２時

会　場：芝生広場

参加費：無料

¡そば打ち体験

日　時：２日g・３日a

午前10時～午後２時（受付１時まで）

参加費：1,000円（２人前）

¡ハーブティーコーナー

日　時：２日g・３日a午前10時～午後３時

料　金：100円

¡模擬店「にいはりや」

日　時：３日a午前10時～午後３時

ベルナティオ開業
８周年になりました
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あ
て
ま
自
然
学
校

地
元
な
ら
で
は
の
自
然
で
も
、

知
っ
て
る
よ
う
で
知
ら
な
い
こ
と
が
多
い

ん
で
す
。
こ
ん
な
近
く
の
山
に
新
発
見
が

あ
る
こ
と
間
違
い
な
し
。
あ
て
ま
自
然
学

校
は
、
地
元
の
人
で
も
楽
し
い
！

あ
て
ま

ネ
イ
チ
ャ
ー
ツ
ア
ー

（
日
帰
り
で
も
参
加
Ｏ
Ｋ
！)

さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物
が
暮
ら
す「
ナ
テ

ィ
オ
の
森
」
を
自
然
観
察
ガ
イ
ド
と
い
っ

し
ょ
に
散
策
し
ま
す
。「
あ
て
ま
バ
ー
ド
サ

ン
ク
チ
ュ
ア
リ
」
で
の
野
鳥
観
察
や
、「
い

の
ち
の
水
辺
」
で
の
水
生
生
物
観
察
な
ど
、

解
説
付
き
で
歩
く
と
、
普
段
見
え
な
い
も

の
が
見
え
て
き
ま
す
よ
！

盛
り
だ
く
さ
ん
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
！

ブ
ナ
林
を
歩
く
お
は
よ
う
散
策
や
手
作

り
体
験
な
ど
、
多
彩
な
内
容
を
宿
泊
の
お

客
様
用
に
多
数
ご
用
意
！
紅
葉
が
始
ま
る

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
き
の
こ
散
策
が
お
す

す
め
で
す
。
冬
は
西
洋
式
か
ん
じ
き
「
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
」
を
履
い
て
の
自
然
観
察
も

大
人
気
！

学
校
で
、親
子
会
で
！

学
校
や
親
子
会
単
位
の
ネ
イ

チ
ャ
ー
ツ
ア
ー
や
手
作
り
体
験
も
好
評
で
、

こ
れ
ま
で
も
多
く
の
団
体
に
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
季
節
や
目
的
に
応
じ
て

さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ア
ー
が
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ファミリーから年配者まで、

「あてま自然学校」のプログラ

ムを楽しみに訪れる人も多く、

リピーターも増えてきていま

す。自然観察ガイドによる解説

付きなので、初めてでも安心で

す。当間の豊かな自然を体験し

た後、「これだけで来たかいが

あった」なんて言われると、う

れしいですね。参加した人は

「もっとみんなが参加すればい

いのに」って必ず口にしますよ。

あてま自然学校

高橋英夫さん

①
10
月
17
日
現
在
満
20
歳
以
上
（
昭
和
59

年
10
月
18
日
以
前
生
ま
れ
）
の
日
本
人

②
十
日
町
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人

③
６
月
29
日
以
前
か
ら
十
日
町
市
に
住
民

登
録
し
て
い
る
人
　

※
６
月
30
日
以
後
に
県
内
の
他
市
町
村
か

ら
転
入
し
た
人
は
、「
引
き
続
き
県
内
に

住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」
を
も
ら

い
（
県
内
市
町
村
ど
こ
で
も
可
）、
前
住

所
地
の
市
町
村
で
投
票
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
県
内
他
市
町
村
住

所
異
動
１
回
に
限
り
ま
す
。

入
場
券
は
、
は
が
き
で
届
き
ま
す
。
は

が
き
は
、
下
の
角
の
両
側
を
は
が
す
と
、

三
つ
折
り
に
な
っ
た
入
場
券
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ミ
シ
ン
目
で
切
り
離
し
、
投
票
の

際
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
な
く
し
た
場
合

は
投
票
所
で
再
発
行
し
ま
す
。

投
票
開
始
は
午
前
７
時
で
す
が
、
終
了

当
日
に
投
票
で
き
な
い
人
は
、
期
日
前

投
票
ま
た
は
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票

前
回
の
選
挙
か
ら
、
封
入
や
署
名
が
不

要
に
な
る
な
ど
不
在
者
投
票
制
度
が
大
幅

に
簡
素
化
さ
れ
ま
し
た
。
投
票
所
で
投
票

用
紙
に
記
入
後
、
投
票
箱
に
直
接
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
簡
単
な

宣
誓
書
の
記
入
が
必
要
で
す
。

不
在
者
投
票

仕
事
な
ど
で
十
日
町
市
を
離
れ
て
い
る

人
や
投
票
日
当
日
に
な
ら
な
い
と
20
歳
に

到
達
し
な
い
人
、
指
定
病
院
・
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
に
入
院
・
入
所
し
て
い
る
人
は
、

今
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
封
入
し
て
署
名
す

る
不
在
者
投
票
と
な
り
ま
す
。

●
日
時
＝
10
月
１
日
f
〜
16
日
g
の
毎
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

●
投
票
場
所
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階

※
入
場
券
が
届
い
て
い
る
場
合
は
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
印
鑑
は
不
要
で
す
。

※
指
定
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院

や
入
所
し
て
い
る
場
合
は
、
施
設
の
担

当
者
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
各
施
設

で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

市
選
挙
管
理
委
員
会
（
保
健
セ
ン
タ
ー

１
階
）
1
57
│
３
１
１
１
（
内
線
５
１
１
）

●
日
時
＝
10
月
17
日
a
午
後
９
時
〜

●
会
場
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

■10月17日（日）
新潟県知事選挙

新
潟
県
知
事
選
挙
は
、
９
月
30
日
E
に
告
示
さ
れ
10
月
17
日
A
に

投
票
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
新
潟
県
の
進
路
を
決
め
る
、
暮
ら

し
に
身
近
で
大
切
な
選
挙
で
す
。
ぜ
ひ
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
資
格

入

場

券

投
票
時
間

期
日
前
投
票
・

不
在
者
投
票

開
　
　
票

問

合

せ

は
投
票
所
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
入
場

券
に
記
載
さ
れ
た
投
票
時
間
・
投
票
所
を

確
認
し
て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
等
投
票
に
よ
る

不
在
者
投
票

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、
郵

便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
請

求
期
限
は
投
票
日
の
４
日
前
（
10
月
13
日

d
）
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
事
前
に
郵
便

投
票
等
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手

帳
に
定
め
ら
れ
た
障
害
が
記
載
さ
れ
て

い
る
人

②
介
護
保
険
の
要
介
護
度
状
態
区
分
が
、

要
介
護
度
５
と
記
載
さ
れ
て
い
る
人

ま
た
、
上
肢
ま
た
は
視
覚
に
重
度
の
障

害
が
あ
る
人
は
、
代
理
記
載
制
度
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

投票しようよ！投票しようよ！

当間高原リゾートが近年、
特に力を入れている
「あてま自然学校」。
約10人の専属スタッフと
さまざまな体験プログラム、
そして当間の大自然が
皆さんを待ってます。

ホームページ　http://www.belnatio.com
問合せ ベルナティオ予約デスク158-4141
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合
併
に
伴
う
住
所
の
表
記
変
更
は
、
大

字
名
の
う
ち
「
大
字
」
の
２
文
字
を
削
除

す
る
こ
と
な
ど
を
５
市
町
村
で
確
認
し
て

い
ま
す
。

き
ま
し
た
。
そ
の
際
に
、
法
務
局
と
の
協

議
の
中
で
「
十
干
十
二
支
の
符
号
の
削
除

は
、
要
す
る
時
間
や
経
費
、
住
民
同
意
な

ど
を
考
え
る
と
事
実
上
不
可
能
」
と
判
断

し
、
現
在
の
行
政
区
名
の
次
に
現
在
の
土

地
地
番
を
付
け
る
案
（
例
‥
十
日
町
市
駅

通
り
寅
甲
○
○
番
地
）を
検
討
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
「
子
や
丑
、

寅
な
ど
の
符
号
が
削
除
で
き
な
け
れ
ば
あ

ま
り
効
果
が
な
い
」
と
い
っ
た
意
見
が
多

く
、こ
の
案
は
採
用
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

次
の
方
法
と
し
て
、
市
街
地
で
地
籍
調

査
を
導
入
し
て
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
内
容
は
、
現
在
の
行
政
区
名

を
基
本
と
し
、
土
地
地
番
に
付
い
て
い
る

十
干
十
二
支
の
符
号
を
削
除
し
て
新
し
い

地
番
を
ふ
り
直
す
作
業
を
行
い
ま
す
。
こ

の
方
法
だ
と
、
基
本
的
な
問
題
が
す
べ
て

解
決
で
き
る
た
め
、
平
成
19
年
度
か
ら
着

手
し
て
順
次
進
め
て
い
く
予
定
に
な
っ
て

い
ま
す
。
市
街
地
以
外
の
区
域
は
、
そ
の

後
に
対
応
し
ま
す
。

①
行
政
区
域
界
の
決
定
が
困
難

十
日
町
市
は
、
多
く
の
大
字
と
多
く
の

十
干
十
二
支
の
符
号
が
付
い
た
土
地
地
番

が
あ
り
、
こ
れ
が
多
く
の
行
政
区
域
内
に

入
り
乱
れ
、
現
在
の
行
政
区
の
区
域
ご
と

に
大
字
と
符
号
の
区
域
に
分
け
る
こ
と
は

非
常
に
困
難
で
す
。
ま
た
、
行
政
区
ご
と

の
範
囲
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

地
籍
調
査
未
了
地
が
多
く
、
対
象
土
地
地

番
の
実
地
確
認
が
非
常
に
困
難
で
す
。
さ

ら
に
、
居
住
地
部
分
の
み
で
な
く
、
土
地

地
番
を
一
筆
ず
つ
ど
の
行
政
区
に
す
る
の

か
整
理
し
た
地
番
対
照
表
と
図
面
が
必
要

に
な
り
、
こ
れ
ら
の
作
成
に
膨
大
な
時
間

と
経
費
が
か
か
り
ま
す
。

②
符
号
の
削
除
は
別
の
手
続
き
が
必
要

大
字
名
の
変
更
は
、
合
併
に
際
し
て
地

方
自
治
法
の
手
続
き
で
変
更
で
き
ま
す

が
、
「
甲
・
乙
・
子
・
丑
」
な
ど
の
符
号

は
、
法
務
局
権
限
で
別
の
手
続
き
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
手
続
き
は
、

合
併
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
可
能
で
、
合

併
に
よ
り
特
に
有
利
に
な
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
さ
ら
に
こ
の
符
号
は
、
土
地
地

番
に
つ
い
て
い
る
も
の
で
、
変
更
に
際
し

て
は
該
当
土
地
所
有
者
と
法
務
局
と
の
調

整
が
必
要
で
す
。

変
更
の
場
合
は
、
法
務
局
に
申
請
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
市
内
一
斉
に
は
で

き
な
く
、
作
業
量
も
限
ら
れ
る
た
め
、
法

務
局
と
事
前
調
整
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
変
更
は
、
土
地
登
記
簿
の
表
題
部
を

変
更
す
る
の
み
で
、
登
記
簿
の
所
有
権
欄

で
あ
る
甲
区
な
ど
の
変
更
は
行
わ
れ
ま
せ

ん
。
こ
の
た
め
、
自
分
で
所
有
者
の
住
所

を
変
更
す
る
登
記
申
請
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
負
担
が
伴
い
ま
す
。

行
政
区
名
を
大
字
名
に
変
更
で
き
る
か
？

左
の
表
の
よ
う
に
、
同
じ
大
字
や
符
号

の
区
域
に
多
く
の
行
政
区
が
入
り
乱
れ
て

お
り
、
大
字
名
と
行
政
区
名
に
変
更
す
る

こ
と
は
、非
常
に
困
難
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
街
地
の
ほ
か
の
地
域
で
大
字
名
を
行
政

区
名
に
変
更
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す

が
、
実
際
に
は
住
ん
で
い
る
行
政
区
と
大

字
が
あ
わ
な
い
場
合
も
出
て
き
ま
す
。

例
‥
符
号
「
午
」
の
区
域
を
主
な
行
政
区

の
「
猿
倉
」
に
変
更
し
た
場
合
、
現
在

は
田
川
町
３
丁
目
に
住
ん
で
い
て
も
土

地
の
表
記
は
十
日
町
市
猿
倉
○
○
番
地

と
な
る
人
が
出
て
き
て
、
行
政
区
名
と

変
更
例

現
　
在
‥
十
日
町
市
大
字
中
条
甲
○
○
番

合
併
後
‥
十
日
町
市
　
　
中
条
甲
○
○
番

中
里
村
で
は
、
現
在
大
字
名
が
「
田

沢
・
貝
野
・
倉
俣
・
田
代
」
の
４
種
類
、

郵
便
番
号
も
こ
の
４
つ
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。
住
所
は
、
大
字
名
の
次
に
「
甲
・
乙
」

「
子
・
丑
」「
イ
・
ロ
」
の
十
干
十
二
支
な

ど
を
付
け
て
い
ま
す
が
複
雑
で
、
地
元
住

民
で
な
い
と
住
所
番
地
の
場
所
を
す
ぐ
に

思
い
描
け
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
合
併
を
契
機
と
し
て
、
現

在
の
大
字
名
を
「
行
政
区
」
の
名
称
に
変

更
し
、
符
号
も
削
除
で
き
な
い
か
検
討
し

て
い
ま
す
。
中
里
村
は
「
甲
・
乙
、
子
・

丑
」
な
ど
の
符
号
ご
と
に
行
政
区
を
区
別

で
き
る
区
域
が
多
く
、
地
籍
調
査
も
全
地

域
で
終
了
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
容
易
な

面
も
あ
り
ま
す
が
、
い
く
つ
か
の
問
題
点

も
あ
り
ま
す
。

変
更
例

①
如
来
寺

現
　
在
‥
大
字
田
沢
甲
○
○
番

合
併
後
‥

如
来
寺
○
○
番

②
倉
俣

現
　
在
‥
大
字
倉
俣
甲
○
○
番

合
併
後
‥

倉
俣
○
○
番

問
題
点

・
村
内
の
中
心
部
で
あ
る
「
山
崎
･
田

中
・
小こ

原は
ら

・
荒
屋
・
干ひ

溝み
ぞ

」
な
ど
の
地

域
で
複
数
の
大
字
が
混
在
し
て
い
る
た

め
、
同
じ
行
政
区
の
中
に
複
数
の
大
字

が
で
き
ま
す
。

・
現
在
の
行
政
区
名
が
大
字
名
と
し
て
残

せ
な
い
と
こ
ろ
が
出
て
き
ま
す
。

・
「
イ
・
ロ
」
な
ど
の
符
号
も
一
部
の
地

域
で
削
除
で
き
ま
せ
ん
。

・
符
号
の
削
除
は
該
当
す
る
土
地
所
有
者

と
法
務
局
と
の
調
整
が
必
要
で
す
。

市
内
の
土
地
地
番
は
、「
子
・
丑
・
寅
」

な
ど
十
二
支
の
符
号
が
付
く
と
こ
ろ
、
大

字
の
次
に
「
甲
・
乙
・
丙
」
な
ど
十
干
の

符
号
が
付
く
と
こ
ろ
と
付
か
な
い
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
住
民
票
に
記
載
さ

れ
、
正
式
住
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に

市
街
地
で
は
、
同
じ
符
号
の
中
に
複
数
の

行
政
区
が
混
在
し
て
、
地
元
住
民
で
も
住

所
番
地
の
場
所
が
す
ぐ
に
理
解
で
き
な
い

ほ
ど
複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
以
前
か
ら
行
政
区
名
と
住

所
の
表
記
を
同
じ
に
で
き
な
い
か
検
討

し
、
町
界
町
名
整
理
事
業
に
取
り
組
ん
で

中
里
村
で
は
、現
在
の
大
字
名
を
ほ
ぼ
行
政
区
ご
と
に
区
分
で
き
る
た
め
、

大
字
名
を
行
政
区
名
に
変
更
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一

部
の
行
政
区
に
複
数
の
大
字
名
が
で
き
る
と
こ
ろ
や
大
字
名
に
行
政
区
名
が

残
せ
な
い
と
こ
ろ
も
出
て
き
ま
す
。

十
日
町
市
で
は
、大
字
と
行
政
区
の
混
在
の
度
合
い
が
中
里
村
と
相
違
し
、

区
分
け
す
る
こ
と
が
非
常
に
困
難
な
た
め
、
中
里
村
の
よ
う
な
変
更
は
実
施

で
き
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
里
村
が
検
討
し
て
い
る
変
更
手
続

き
の
時
間
と
経
費
は
、
合
併
に
よ
り
特
に
有
利
と
な
る
も
の
で
は
な
く
、
合

併
の
有
無
と
は
関
係
な
く
で
き
る
た
め
、
現
在
の
計
画
通
り
市
街
地
に
地
籍

調
査
を
導
入
し
、
解
決
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

詳
細
と
市
の
考
え
方
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

中
里
村
で
の
取
り
組
み

十
日
町
市
の
現
状
と

取
り
組
み問合せ　合併推進課157-3111（内線218）

な
ぜ
、
中
里
村
の
方
法
が

で
き
な
い
の
か

解
　
説

合
併
に
伴
う
来
年

４
月
１
日
か
ら
の
住
居
表
示

解
　
説

大字と行政区の混在例（一部）

大字など 符号 大字内の行政区名と数

中　条

川　治

高　山

馬　場

伊　達

子

寅甲

卯

甲

乙

丙

甲

本町２、袋町全部、高田町１～３、
昭和町１・２、西寺町など 16町内

本町３～６、昭和町３・４、西寺町、
駅通り、西浦町、稲荷町など 25町内

本町５・６、若宮町、田中町、川原町、
上川町、田川町、江道など 13町内

午 猿倉、田川町３ ２町内

上原、旭ヶ丘、中町、下町など
９町内

上町、中町、背戸、下町など
８町内

川治上町から下町、妻有町東１、
谷内丑、北新田１～３など 16町内

栄町、北新田１～３、高山２～４、
春日町、高田町４～６など 14町内

太田島１～３、土市２・５、幸町
６町内

土市３・４、伊達２～４、小黒沢
６町内

乙 天池 １町内

一
致
し
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
例
は
、市
内
に
多
く
発
生
し
ま
す
。

ま
た
、
１
つ
の
大
字
の
中
の
符
号
の
区

域
す
べ
て
が
同
じ
行
政
区
に
あ
る
地
域
も

あ
り
ま
す
が
、
関
係
す
る
同
じ
大
字
名
の

調
整
は
必
要
で
す
。

例
‥
行
政
区
の
「
天
池
」
は
全
区
域
が
「
伊

達
乙
」
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま

す
が
、
山
間
地
ま
で
す
べ
て
そ
う
な
の

か
確
認
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
大
字
伊
達
の

中
で
符
号
「
乙
」
の

部
分
の
み
天
池
に

変
更
し
た
場
合
、

大
字
伊
達
全
体
の

配
慮
も
必
要
で
す
。
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国
・
県
・
市
で
は
市
民
の
生
活
交
通
を

確
保
す
る
た
め
、
バ
ス
運
行
事
業
者
に
補

助
金
を
出
し
て
バ
ス
路
線
の
維
持
に
努
め

て
い
ま
す
。
バ
ス
運
行
に
補
助
金
を
出
す

た
め
に
は
毎
年
、
市
が
生
活
交
通
確
保
計

画
を
定
め
、
必
要
な
バ
ス
運
行
路
線
を
あ

ら
か
じ
め
県
に
提
出
し
て
お
く
こ
と
が
必

要
で
す
。
こ
の
た
め
市
で
は
、
十
日
町
市

生
活
交
通
確
保
計
画
策
定
委
員
会
（
地
区

振
興
会
や
市
民
な
ど
の
代
表
14
人
、
バ
ス

事
業
者
４
人
、行
政
関
係
者
３
人
で
構
成
）

で
地
域
の
意
見
を
参
考
に
、
公
共
バ
ス
路

線
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

通
学
、
通
院
、
通
勤
、
買
い
物
な
ど
日

常
生
活
に
必
要
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
生
活

交
通
の
維
持
・
確
保
に
努
め
ま
し
た
。
ま

た
、
他
地
域
と
の
交
流
や
観
光
客
の
受
け

入
れ
な
ど
に
も
視
点
を
お
い
て
検
討
し
ま

し
た
。
計
画
書
は
、
雇
用
商
工
課
と
公
民

館
本
館
・
各
地
区
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
ず
に
生
活
交
通

手
段
を
確
保
す
る
た
め
、
公
共
バ
ス
路
線

は
ほ
ぼ
現
状
ど
お
り
と
し
ま
し
た
。

◆
変
更
し
た
点

「
六
箇
二
ツ
屋
線
」
の
運
行
時
刻
の
一

部
を
変
更
し
ま
す
。

変
更
後
の
発
着
時
刻
（
■
は
変
更
部
）

雇
用
商
工
課
商
工
労
政
係
1
57
│
３
１

１
１
（
内
線
２
６
３
）

市
で
は
「
十
日
町
市
生
活
交
通
確
保
計
画
策
定
委
員
会
」
を
設
置
し
、
10
月

１
日
か
ら
来
年
９
月
30
日
ま
で
の
バ
ス
路
線
の
運
行
計
画
を
決
め
て
い
ま
す
。

17
年
度
の
十
日
町
市
生
活
交
通
確
保
計
画
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

策
定
の
経
過

策
定
に
あ
た
っ
て

問
合
せ

10
月
か
ら
の
バ
ス
路
線

子どもをすこやかに育てるため、子どもの体の特徴

や食事、事故対応、家庭でできるしつけなどについて

学びます。最終回は公開講座です。

●時間 午後７時～　　●会場 公民館本館

●受講料 無料　　　●定員 30人（最終回は100人）

●保育ルーム 事前申込みが必要です

●申込み・問合せ

10月15日fまでに、公民館本館157-5011

子育てバイブル
～あなたの子どもをすこやかに～

自ら介護予防に取り組み、基本的な介護技術や知識

の習得を目指しませんか。安心して暮らすことができ

る地域をいっしょに考えましょう。

●時間 午前９時～午後４時　●会場 保健センター

ほか　●参加費 無料　●対象・定員 65歳未満でボ

ランティアを志す人30人（申込み多数の場合、抽選）

●申込み・問合せ 10月15日fまでに、介護保険課

おとしより相談係157-3111（内線136）

①
接
種
日
現
在
、
満
65
歳
以
上
で
接
種
を

希
望
す
る
人

②
接
種
日
現
在
、
満
60
歳
以
上
65
歳
未
満

で
、
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
の
機
能

に
傷
害
（
障
害
者
手
帳
１
級
程
度
）
ま

た
は
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
傷
害
が

あ
る
人
で
接
種
を
希
望
す
る
人
　

※
詳
し
く
は
、
健
康
福
祉
課
に
問
合
せ
て

く
だ
さ
い

医
療
機
関
で
の
個
別
接
種
と
な
り
ま
す
。

か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
に
直
接
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
接
種
日
な
ど
は
、
医
療
機

関
か
ら
説
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

11
月
１
日
b
ま
で

10
月
中
旬
か
ら
12
月
末
の
医
療
機
関
の

診
療
日
ま
で

市
内
及
び
川
西
町
内
の
全
医
療
機
関
、

津
南
病
院
、
上
村
病
院
（
中
里
村
）

※
こ
れ
以
外
の
医
療
機
関
は
、
健
康
福
祉

課
に
問
合
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
ん
だ
医
療
機
関
で
１
回

接
種
を
受
け
た
人
は
、
ワ
ク
チ
ン
代
と

し
て
１
、
０
５
０
円
を
医
療
機
関
窓
口
で

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
そ
れ
以
外
の
経
費

は
市
が
負
担
し
ま
す
。

生
活
保
護
世
帯
の
人
は
無
料
で
す
。

予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
に
つ
い
て
、

意
思
の
確
認
が
で
き
な
い
人
は
制
度
の
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。
個
人
負
担
に
よ
る
任

意
接
種
と
な
り
ま
す
。

病
気
や
体
調
な
ど
に
よ
り
、
予
防
接
種

を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
申

し
込
ん
だ
医
療
機
関
で
予
診
を
受
け
て
か

ら
接
種
と
な
り
ま
す
。

健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係
1
57
│
３
１

１
１
（
内
線
１
４
１
）

栄
養
と
睡
眠
を
し
っ
か
り
取

り
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
ビ
タ
ミ

ン
を
多
く
含
む
野
菜
と
、
た
ん

ぱ
く
質
を
多
く
含
む
魚
や
豆
な

ど
を
た
っ
ぷ
り
取
っ
て
く
だ
さ

い
。う

が
い
や
手
洗
い
で
ウ
イ
ル

ス
を
体
の
中
へ
入
れ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ウ
イ

ル
ス
は
乾
燥
し
た
と
こ
ろ
を
好

む
の
で
、
マ
ス
ク
や
加
湿
器
を

使
用
し
て
、
の
ど
の
乾
燥
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

予
防
接
種
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
発
症
・
重
症
化
を
防
げ
ま

す
。
接
種
し
て
か
ら
効
果
が
出

る
ま
で
に
約
２
週
間
か
か
り
ま

す
。
希
望
者
は
、
早
め
に
か
か

り
つ
け
の
医
療
機
関
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

冬
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
季
節
で
す
。
特
に
、
体
力
の

弱
い
高
齢
者
な
ど
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
り
、
肺
炎
の
併
発
な

ど
に
よ
っ
て
重
症
化
し
た
場
合
、生
命
に
か
か
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
に
は
予
防
接
種
が
有
効
で
す
。
市
で
は
高

齢
者
を
対
象
に
、
予
防
接
種
に
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
各

医
療
機
関
で
申
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
流
行
前
に
か
か

り
つ
け
の
医
療
機
関
で
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。（
強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

対
象
者

申
込
方
法

申
込
期
限

接
種
期
間

対
象
医
療
機
関

接
種
回
数

接
種
料
金

意
思
確
認

そ
の
他

問
合
せ

Ⅰ

抵
抗
力
を
高
め
る

Ⅱ

感
染
経
路
を
断
つ

Ⅲ

予
防
接
種

申込みは
11月1日（月）までに
医療機関へ

イ ン フ ル エ ン ザ の 予 防 方 法

生
活
交
通
確
保
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

生
活
交
通
確
保
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

子育てバイブル
～あなたの子どもをすこやかに～

16年度県民介護技術習得促進事業

いきいき介護教室
16年度県民介護技術習得促進事業

いきいき介護教室

期　日 内　　　　容

10月26日c

11月２日c

11月９日c

11月16日c

【公開講座】

11月30日c

子どもの体を知ろう
乳幼児期から小学生にかけての体の特徴

子どもの食事について考えよう
家庭でもいかせる食育

いざというときあわてないために
事故予防と救急法

子どもをすこやかに育てるために
保育所の立場から、家庭で身につけさせたいこと

あなたにもできるこころ育て
子どものしつけや、明るい家庭の築き方

講師＝財モラロジー研究所相談センター
教育相談室長　木　村　　博　氏

期　日 内　　　　容

11月26日f

11月中旬

10月22日f

10月28日e

11月４日e

◆開講式
◆お年寄りと介護者を支える制度とサービス
◆高齢者・障害者の理解

◆高齢者の食事と介助
◆口腔ケア
◆救急法～いざというときの対応方法を学ぼう～

◆身体の清潔と衣服の着脱
◆日常生活動作の介助と自立支援
◆痴ほう性高齢者の理解

◆施設実習と施設見学

◆排せつの介助の知識
◆私にできること
◆在宅介護支援センターと地域活動
◆閉講式

十日町車庫発

７：20

９：10

12：45

17：40

二ツ屋発

７：50

９：40

13：15

18：10

二ツ屋着

７：47

９：37

13：12

18：08

十日町車庫着

８：14

10：04

13：39

18：35
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９月19日a・20日bの２日間、水沢中学校などを会場にスローフ

ードや農作業体験などを学ぶ結いの里大学が開催されました。主催し

た南雲原・結いの里（飯塚茂夫代表）は、人間の生存に欠くことので

きない食や環境、エネルギーなどのあり方を探るため、南雲原にある

十日町総合高校実習地跡地と周辺地域で、営利を目的としない新しい

村づくりを目指しています。

19日は水沢中学校体育館を会場に、島田彰夫さん（神戸山手大学

教授）が「21世紀はスローフードな時代」をテーマに講演を行いま

した。20日は南雲原農場周辺に会場を移し、伝統料理、自然観察、

農作業体験の３コースに分かれて体験楽習などが行われました。

6能楽協会と6日本能楽会の主催による文化庁アーツプラン2004

「ザ・ベスト・オブ能・狂言」の公演に先立ち９月８日d、南中学校

でレクチャー公演が開催されました。生徒や先生、父兄など約400人

が囃
はや

子
し

方
かた

・シテ方などの説明を聞き、実際に先生と生徒８人が小鼓や

大鼓などの演奏の指導を受けました。その後、全員で謡
うたい

や囃子による

演奏会を行いました。最後に能「羽衣」のミニ公演が披露されると、

生徒たちは本番さながらの迫力ある演技に引き込まれるように見入っ

ていました。また、同日夜には市民会館で本公演が行われ、お馴染み

の狂言「附
ぶ

子
す

」と能「黒塚」が上演されました。集まった観客約500

人は、日本の伝統芸能に魅了されていました。

９
月
19
日
a
、
城
ケ
丘
ピ
ュ
ア
ラ
ン
ド
を
会

場
に
「
消
防
ひ
ろ
ば
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
15
回
目
と
な
る
こ
の
催
し
は
、
十
日
町

広
域
６
市
町
村
を
毎
年
順
番
に
回
っ
て
開
催
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
の
日
は
、
消
防
署
職

員
扮
す
る
ぬ
い
ぐ
る
み
に
よ
る
劇
や
踊
り
が
披

露
さ
れ
た
ほ
か
、
ゲ
ー
ム
や
地
震
体
験
、
火
お

こ
し
、
ち
び
っ
こ
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
、
消
防
自
動

車
の
試
乗
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
救

助
隊
員
に
よ
る
事
故
を
想
定
し
た
救
助
訓
練
も

行
わ
れ
、
秋
晴
れ
の
中
、
た
く
さ
ん
の
親
子
連

れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

消
防
ひ
ろ
ば

ミュージシャンから直接楽器の手ほどきを受けることがで

きる、第10回十日町ジャズクリニックが９月11日g、公民

館本館で開催されました。市内外の中学生から一般まで53

人が参加し、ギター・トランペット・ベース・ピアノ・サッ

クス・ドラムスの６つのコースに別れて指導を受けました。

いずれもプロとして活躍している人たちばかりを講師に迎え

たこのクリニックでは、内容が基礎から応用まで多岐にわた

っています。講師は参加者が奏でる音一つひとつにアドバイ

スを送り、参加者は真剣なまなざしで講義を聞き、アドバイ

スに耳を傾けていました。

漫
画
家
の
赤
星
た
み
こ
さ
ん
に
よ
る
環
境
講

演
会
が
９
月
17
日
f
、
ク
ロ
ス
10
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
合
成
洗
剤
の
使
用
を
や
め
、
「
石
け

ん
界
の
カ
リ
ス
マ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
赤
星
さ

ん
は
、
汚
れ
た
換
気
扇
を
石
け
ん
で
き
れ
い
に

す
る
実
演
や
、
自
ら
考
案
し
た
掃
除
時
間
の
短

縮
に
役
立
つ
「
リ
ュ
ッ
ク
型
掃
除
機
」
を
披
露

し
ま
し
た
。
ま
た
、
レ
ジ
袋
や
風
呂
敷
の
活
用

方
法
な
ど
を
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
語
り
、
「
大

切
な
の
は
、
い
ら
な
い
物
は
も
ら
わ
な
い
こ
と
。

ゴ
ミ
を
減
ら
す
こ
と
で
す
」
と
約
１
５
０
人
の

参
加
者
に
訴
え
て
い
ま
し
た
。

食のあり方を学ぶ結いの里大学開催 能・狂言レクチャー公演

ジャズクリニック

ズ
ボ
ラ
で
も
で
き
る
エ
コ
ロ
ジ
ー

tokamachi topics tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、企画人事課広報広聴係
（157─3111内線213）へ、お気軽に
お寄せください。

十日町市文化協会連合会第10回ほう賞表彰式が

９月17日fにクロス10で開催され、地域の芸術・

文化に貢献した５人が表彰されました。受賞者は

次のとおりです。（敬称略）

池 田 勝 敏（土市２・64歳）

大 熊 末 二（塚田・82歳）

島田政之助（諏訪町・67歳）

丸 山 秀 二（稲葉・62歳）

江口あゆみ（中里村・17歳）

十日町市文化協会連合会
第10回ほう賞

キナーレ
ファンタジア

日本の一流舞台芸術家がジャンルを超えて夢の競演を繰

り広げる「キナーレファンタジア炎
ほむら

」が９月18日g、キナ

ーレ特設水上ステージで開催され、2,500人が鑑賞しまし

た。十日町市文化協会連合会が設立10周年を記念して行

ったものです。時折激しい雨が降るあいにくの天候の中、

草刈民代さん（バレエ）、山形由美さん（フルート）、尾上

青楓さん（日本舞踊）、山口小夜子さん（パフォーマンス）、

林英哲さん（太鼓）など、国内のトップアーティストが和

洋折
せっ

衷
ちゅう

のコラボレーションを展開しました。

【表彰状】

【感謝状】

【奨励賞】
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（５歳）

羽鳥　茜
あかね

ちゃん

（５歳）

（５歳）

柳　優
ゆう

也
や

ちゃん

（５歳）

一輪車に乗っているところだよ。練習の
ときは何回も転んで泣いたこともあるけ
ど、一人で乗れたときはとってもうれしか
った。今度一輪車大会にも出るんだよ。

大好きなくわがたとかぶと虫をつかまえ
ているんだよ。夏が終わると土の中で寝る
んだよね。前におうちでも飼っていたけど、
死んじゃったんだ。お墓作ってあげたよ。

No.233

西
保
育
所

下
条
中
学
校
で
は
昭
和
61
年
か
ら

体
育
祭
で
全
校
生
徒
が
新
保
広
大
寺

節
の
「
棒
踊
り
（
細
広
大
寺
）」
を
発

表
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
９
月
11
日

g
の
体
育
祭
で
踊
り
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
郷
土
の
伝
統
芸
能
を
若
い
世

代
か
ら
も
担
っ
て
も
ら
お
う
と
、
全

体
指
導
に
は
新
保
広
大
寺
節
保
存
会

の
皆
さ
ん
が
あ
た
り
ま
す
。
地
域
の

人
が
見
守
る
中
、
２
軍
に
別
れ
た
全

校
生
徒
１
２
５
人
が
、
見
事
な
棒
踊

り
を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
文
化
祭
で
は
、
２
年
生
が
棒

踊
り
、
手
踊
り
（
新
保
広
大
寺
節
）、

六
方
広
大
寺
を
披
露
し
ま
す
。
さ
ら

に
雪
ま
つ
り
で
は
、
そ
れ
ま
で
総
合

学
習
で
新
保
広
大
寺
節
に
つ
い
て
学

習
し
て
き
た
１
年
生
が
「
郷
土
芸
能

と
民
謡
の
祭
典
」
で
棒
踊
り
、
手
踊

り
、
六
方
広
大
寺
を
披
露
し
ま
す
。

伝
承
活
動
を
通
し
て
保
存
会
の
皆

さ
ん
と
交
流
を
深
め
、
地
域
を
愛
し

誇
り
に
思
う
心
を
育
て
て
い
ま
す
。

◆
上
村
哲
平
さ
ん
（
３
年
）

最
初
難
し
か
っ
た
け
ど
、
練
習
し

て
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
楽
し
い
で

す
。
地
域
の
人
に
、
伝
統
を
守
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
え

れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

◆
岩
田
　
南
さ
ん
（
２
年
）

棒
が
重
く
て
腕
が
疲
れ
る
け
ど
、

み
ん
な
が
そ
ろ
う
と
う
れ
し
い
で
す
。

地
域
の
お
年
寄
り
と
共
通
の
話
題
が

で
き
、
親
し
め
る
の
で
、
良
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

◆
渡
辺
紋あ
や

子
先
生

保
存
会
の
皆
さ
ん
の
指
導
は
、
厳

し
い
中
に
も
優
し
く
、
ほ
め
上
手
で

す
。
生
徒
は
、
ほ
め
ら
れ
る
と
自
信

が
つ
く
よ
う
で
、
踊
り
を
覚
え
た
あ

と
に
は
成
長
が
見
ら
れ
ま
す
。

◆
講
師
・
長
谷
川
丑
松
さ
ん

中
学
生
に
教
え
る
の
は
楽
し
い
！

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

中
学
時
代
の
良
き
思
い
出
に
な
り
、

新
保
広
大
寺
節
に
愛
着
を
持
っ
て
く

れ
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
ね
。

●
下
条
中
学
校
　
新
保
広
大
寺
節
伝
承
活
動

郷
土
下
条
に
学
ぶ

30

左から長谷川講師、上村さん、
岩田さん、渡辺先生

ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
に
わ
く
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
中
継
に
く
ぎ
付
け
の
人
が
多
い
中
、

話
題
の
韓
国
ド
ラ
マ
「
冬
の
ソ
ナ
タ
」
が
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
映
最
終
回
で
20
％
を
越
す
視
聴

率
を
稼
い
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
冬
ソ
ナ

ツ
ア
ー
の
た
め
、
韓
国
行
き
の
飛
行
機
も

大
繁
盛
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。

そ
の
原
因
は
、
８
月
25
日
付
け
日
経
新

聞
に
よ
れ
ば
、
主
人
公
２
人
の
好
感
度
、

心
に
し
み
る
テ
ー
マ
曲
、
流
麗
な
カ
メ
ラ

ワ
ー
ク
、
起
伏
に
富
ん
だ
筋
立
て
。
そ
し

て
も
う
一
つ
、オ
シ
ャ
レ
な
ブ
テ
ィ
ッ
ク
、

近
代
的
な
オ
フ
ィ
ス
、
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト

の
高
級
ホ
テ
ル
、
着
こ
な
し
の
セ
ン
ス
、

主
人
公
の
４
Ｗ
Ｄ
車
な
ど
、
物
語
の
背
景

も
関
係
す
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て

い
ま
し
た
。

物
語
の
背
景
〜
地
域
の
人
、
事
柄
、
景

観
〜
で
は
、
十
日
町
も
韓
国
に
負
け
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
新
緑
燃
え
る

広
大
な
大
地
。
銀
色
に
染
ま
る
冬
も
ま
た

幻
想
的
で
す
。
イ
タ
リ
ア
語
で
「
美
し
き

ふ
る
さ
と
」
の
意
味
を
持
ち
、
四
季
折
々

の
花
で
彩
ら
れ
る
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
。
市
内

外
で
お
会
い
す
る
他
所
の
方
が
熱
い
目
で

見
つ
め
、
「
い
い
で
す
ね
」
と
声
を
か
け

て
く
だ
さ
る
着
物
姿
も
あ
り
ま
す
。

石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
さ
れ
た
コ

モ
市
か
ら
の
２
人
の
芸
術
家
、
ア
テ
ネ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
メ
ダ
リ
ス

ト
の
皆
さ
ん
な
ど
、
多
く
の
人
が
十
日
町

の
す
ば
ら
し
さ
、
心
の
温
か
さ
を
語
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

災
害
時
相
互
応
援
協
定
と
少
年
ス
ポ
ー

ツ
交
流
で
来
市
さ
れ
た
和
光
市
の
市
長
さ

ん
や
教
育
長
さ
ん
、
市
民
の
皆
さ
ん
は
、

十
日
町
の
屋
内
外
体
育
施
設
の
す
ば
ら
し

さ
と
緑
の
豊
か
さ
に
感
動
し
て
帰
ら
れ
ま

し
た
。ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
が
推
奨
さ
れ
る
今
、

と
て
も
素
敵
な
財
産
を
た
く
さ
ん
持
っ
て

い
る
我
が
郷
土
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
、
た
く
さ
ん
の
十
日
町
の
魅
力
を

私
た
ち
自
身
が
大
い
に
認
識
し
、
誇
り
と

し
た
い
も
の
で
す
。
い
い
も
の
は
わ
か
っ

て
も
ら
え
る
。
で
き
れ
ば
、
メ
デ
ィ
ア
に

も
う
ま
く
乗
り
た
い
、
取
り
上
げ
て
も
ら

い
た
い
と
は
思
い
ま
す
が
…
。
少
な
く
と

も
、
我
が
十
日
町
の
良
さ
を
親
せ
き
に
、

友
人
に
、
そ
し
て
知
人
に
、
大
い
に
語
り

広
め
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

城
ヶ
丘
に
上
が
る
途
中
、
一
見
ロ
グ
ハ

ウ
ス
を
思
わ
せ
る
、
と
て
も
素
敵
な
ご
み

集
積
庫
が
あ
る
の
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

「
築
80
年
の
住
宅
を
解
体
し
た
廃
材
や
、

リ
サ
イ
ク
ル
材
料
を
使
っ
て
作
り
ま
し

た
。
別
名
エ
コ
キ
ャ
ビ
ン
で
す
。
ど
う
せ

自
分
の
家
の
前
に
置
く
の
な
ら
、
環
境
に

と
け
込
ん
だ
、
あ
る
だ
け
で
な
ご
み
、
楽

し
め
る
物
、
集
積
庫
と
は
思
え
な
い
よ
う

な
物
を
作
り
た
か
っ
た
ん
で
す
。
雪
ま
つ

り
の
と
き
は
、
通
る
人
が
何
か
と
思
っ
て

中
を
の
ぞ
き
、
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
を
見
て

ご
み
箱
か
っ
て
な
る
ん
で
す
よ
」

自
宅
の
ベ
ラ
ン
ダ
や
子
ど
も
用
の
ベ
ッ

ド
、
鳥
小
屋
、
郵
便
受
け
か
ら
、
小
枝
な

ど
を
使
っ
た
木
工
ま
で
。
は
た
ま
た
園
芸

や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
活
動
な
ど
、
水
野
さ
ん

の
活
動
、手
掛
け
る
作
品
の
ジ
ャ
ン
ル
は
、

と
て
も
幅
広
い
の
で
す
。

「
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
何
か
を
作
る
の

が
好
き
で
し
た
。
作
る
過
程
が
楽
し
い
で

す
。
今
ま
で
の
作
品
の
中
で
１
番
思
い
入

れ
が
あ
る
も
の
は
子
ど
も
部
屋
で
し
ょ
う

か
。
町
内
で
も
、
雪
ま
つ
り
の
芸
術
作
品

参
加
を
き
っ
か
け
に
、
「
花
ポ
ケ
ッ
ト
」

作
り
、
大
地
の
芸
術
祭
の
「
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
」

制
作
な
ど
に
も
か
か
わ
り
ま
し
た
」

作
品
の
基
本
は
廃
材
で
す
が
、
細
か
い

部
分
ま
で
手
を
抜
か
ず
に
仕
上
が
っ
た
作

品
か
ら
は
、
水
野
さ
ん
の
作
品
へ
の
こ
だ

わ
り
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

水
野
さ
ん
の
家
そ
の
も

の
が
手
作
り
ア
ー
ト

で
す
。

24

技�

な
ん
か
作
ろ
っ
！

水
野
　
博
さ
ん
（
学
校
町
１
）

（6）

れ
、
創
作
意
欲
が
わ
く
ん
で
す
。

捨
て
ら
れ
て
い
る
物
を
見
る
と
妙
に
そ
そ
ら
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読
み
聞
か
せ
、
手
遊
び
な
ど
を
行

い
ま
す
。
●
日
時
＝
10
月
14
日
e
午

前
10
時
〜
11
時
●
会
場
＝
情
報
館
●

対
象
＝
乳
幼
児
と
保
護
者
●
問
合
せ

＝
情
報
館
（
1
50
│
５
１
０
０
）

読
み
聞
か
せ
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

を
行
い
ま
す
。
●
日
時
＝
10
月
16
日

g
午
後
３
時
〜
●
会
場
＝
情
報
館
●

問
合
せ
＝
情
報
館
（
1
50
│
５
１
０

０
）３

歳
未
満
児
と
保
護
者
の
ふ
れ
あ

い
の
場
を
提
供
し
ま
す
。
●
日
時
＝

２
日
g
（
運
動
会
）・
12
日
c
（
和
田

先
生
）
午
前
10
時
〜
11
時
※
19
日

c
・
26
日
c
は
未
定
●
会
場
＝
市
民

体
育
館
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
公
民

館
本
館（
1
57
│
５
０
１
１
）

●
日
時
＝
10
月
７
日
e
午
前
10
時
〜

11
時
●
会
場
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
●
内

容
＝
①
簡
単
離
乳
食
の
作
り
方
・
食

べ
さ
せ
方
②
育
児
と
離
乳
食
の
個
別

相
談
●
問
合
せ
＝
健
康
福
祉
課
保
健

予
防
係
（
内
線
１
４
３
）

●
日
時
＝
10
月
３
日
a
午
前
９
時
〜

午
後
３
時
●
会
場
＝
笹
山
野
球
場
駐

車
場
付
近
（
雨
天
中
条
中
学
校
）
●

内
容
＝
縄
文
パ
レ
ー
ド
、
刈
谷
俊
介

縄
文
ト
ー
ク
な
ど
●
問
合
せ
＝
中
条

地
区
公
民
館
（
1
52
│
２
７
４
８
）

参
加
希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。
●
日
時
＝
10
月
３

日
a
午
前
10
時
30
分
〜
、
午
後
１
時

30
分
〜
●
会
場
＝
下
水
処
理
セ
ン
タ

ー
（
西
本
町
３
）
●
問
合
せ
＝
下
水

道
課
（
1
52
│
７
４
４
１
）

●
日
時
＝
10
月
13
日
d
午
前
９
時
30

分
（
８
時
50
分
市
役
所
前
集
合
）
〜

午
後
２
時
30
分
●
会
場
＝
レ
ス
ト
ラ

ン
雪
ん
子
（
上
越
国
際
ス
キ
ー
場
塩

之
又
ゲ
レ
ン
デ
内
）
●
参
加
費
＝
無

料
※
き
の
こ
汁
あ
り
●
申
込
み
・
問

合
せ
＝
10
月
５
日
c
ま
で
に
、
市
民

生
活
課
生
活
環
境
係
（
内
線
１
５
８
）

松
本
英
利
さ
ん
を
講
師
に
、
家
庭

で
で
き
る
自
然
に
優
し
い
ハ
ン
カ
チ

の
草
木
染
め
を
行
い
ま
す
。
●
日
時

＝
10
月
３
日
a
・
12
日
c
・
17
a
・

26
日
c
・
31
日
a
、
11
月
９
日
c
・

14
日
a
・
28
日
a
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
●
会
場
＝
キ
ナ
ー
レ
体
験

工
房
館
●
参
加
費
＝
１
回
１
、
０
０

０
円
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
キ
ナ
ー

レ
（
1
52
│
０
１
１
７
）

●
期
日
＝
10
月
17
日
a
●
開
演
時
間

（
２
回
公
演
）＝
午
後
２
時
と
６
時
30

分
●
会
場
＝
市
民
体
育
館
●
入
場
料

＝
前
売
り
１
、
２
０
０
円
（
当
日
１
、

５
０
０
円
）、
小
・
中
学
生
５
０
０
円

●
出
演
者
＝
伊
藤
夢
葉
、
ち
ゅ
う
サ

ン
●
チ
ケ
ッ
ト
取

扱
所
・
問
合
せ
＝

共
同
募
金
会
（
市

社
会
福
祉
協
議
会

内
1
50
│
５
０
１

０
）

●
日
時
＝
10
月
24
日
a
午
前
６
時
30

分
（
受
付
６
時
〜
）
〜
午
後
２
時
30

分
●
会
場
＝
大
池
●
参
加
費
＝
食
事

付
き
２
、
７
０
０
円
（
年
間
遊
魚
券

保
有
者
２
、０
０
０
円
）、
当
日
徴
収

●
定
員
＝
先
着
40
人
●
申
込
み
・
問

合
せ
＝
10
月
16
日
g
ま
で
に
、
キ
ジ

マ
釣
具
店
（
1
52
│
２
４
７
８
）

「
き
も
の
」
を
独
創
的
な
着
こ
な

し
で
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
ア
ー

ト
感
覚
の
ざ
ん
新
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
を
提
案
く
だ
さ
い
。
●
期
日
＝
10

月
24
日
a
●
会
場
＝
昭
和
町
通
り
●

テ
ー
マ
＝
花
●
参
加
条
件
＝
①
年

齢
・
性
別
・
職
業
・
住
所
・
国
籍
は

問
わ
な
い
②
着
付
け
及
び
き
も
の
や

帯
な
ど
は
参
加
者
が
用
意
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
10
月
15
日
f
ま
で
に
、

十
日
町
商
工
会
議
所
（
1
57
│
５
１

１
１
）

市
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
利
用
し
て

地
域
の
観
光
・
文
化
資
源
を
再
発
見

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
●
申
込
み
・
問

合
せ
＝
10
月
12
日
c
ま
で
に
、
観
光

交
流
課
観
光
係
（
1
57
│
３
１
０
０
）

※
参
加
者
少
数
の
場
合
中
止

【
文
化
財
・
旧
跡
め
ぐ
り
と
小
さ
な

秋
の
旅
】
●
日
時
＝
10
月
21
日
e
午

前
９
時
30
分
市
役
所
発
●
行
先
＝
神

宮
寺
・
高
龍
神
社
・
大
井
田
城
跡
・

原
の
天
満
宮
・
神
明
水
辺
公
園
・
新

保
広
大
寺
・
積
翠
荘
・
鉢
の
石
仏
・

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
・
午
後
４
時
市

役
所
着
※
昼
食
は
各
自
持
参

【
市
内
美
術
館
め
ぐ
り
と
美
術
の
秋

を
満
喫
す
る
旅
】
●
日
時
＝
10
月
23

日
g
午
前
９
時
市
役
所
発
●
行
先
＝

石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
作
品
め
ぐ
り
・
ミ

テ
ィ
ラ
ー
美
術
館
・
ク
ロ
ス
10
（
昼

食
）・
お
と
ぎ
の
国
美
術
館
・
魚
沼
ス

カ
イ
ラ
イ
ン
・
午
後
４
時
市
役
所
着

※
入
館
料
各
自
負
担
（
昼
食
持
参
可
）

高
学
年
向
け
で
す
。
●
日
時
＝
10

月
２
日
g
午
後
７
時
〜
●
会
場
＝
公

民
館
本
館
●
入
場
料
＝
入
会
金
１
家

族
１
、
０
０
０
円+

年
中
児
以
上
１

人
月
額
７
０
０
円
※
会
員
限
定
●
問

合
せ
＝
十
日
町
親
子
劇
場
・
水
落
静

子
（
1
56
│
２
１
４
８
）

●
会
場
＝
情
報
館
●
入
場
料
＝
無
料

●
問
合
せ
＝
情
報
館
（
1
50
│
５
１

０
０
）

【
生
活
習
慣
病
に
つ
い
て
】

動
脈
硬
化
の
予
防
、
治
療
に
は
ど

の
よ
う
な
生
活
習
慣
の
改
善
が
必
要

か
学
び
ま
し
ょ
う
。
●
日
時
＝
10
月

17
日
a
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
●
講

師
＝
林
千
治
さ
ん
（
新
潟
医
療
福
祉

大
学
教
授
）

【
映
像
で
見
る
韓
国
社
会
】

韓
国
の
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を

用
い
て
、
現
在
の
韓
国
社
会
の
変
化

を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
●
日
時
＝
10

月
23
日
g
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
●

講
師
＝
広
瀬
貞
三
さ
ん
（
新
潟
国
際

情
報
大
学
教
授
）

不
用
品
や
野
菜
な
ど
を
販
売
し
ま

す
。
●
日
時
＝
10
月
10
日
a
午
前
９

時
30
分
〜
正
午
※
販
売
品
が
無
く
な

り
次
第
終
了
●
会
場
＝
カ
フ
ェ
レ
ス

ト
ラ
ン
ミ
ン
ト
（
住
吉
町
）
●
問
合

せ
＝
な
か
ま
の
家
保
護
者
会
事
務
局

（
1
68
│
４
０
１
３
）

●
会
期
＝
10
月
６
日
d
〜
11
日
（
体

育
の
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
●

会
場
＝
田
倉
（
本
町
２
）
●
問
合
せ

＝
中
林
英
雄
（
1
57
│
３
４
９
６
）

「
秋
の
味
覚
た
っ
ぷ
り
和
食
レ
シ

ピ
」
焼
き
椎
茸
ご
飯
や
き
の
こ
汁
な

ど
を
作
り
ま
す
。
●
日
時
＝
10
月
19

日
c
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時
●

会
場
＝
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

●
参
加
費
＝
５
０
０
円
●
定
員
＝
18

人
（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
10
月
13
日
d
ま
で

に
、
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

（
1
57
│
１
９
８
７
）

紅
葉
が
始
ま
っ
た
し
ゃ
く
な
げ
湖

周
辺
を
歩
き
ま
せ
ん
か
。
●
期
日
＝

10
月
11
日
（
体
育
の
日
）
※
雨
天
決

行
●
場
所
＝
し
ゃ
く
な
げ
湖
（
三
国

川
ダ
ム
）
●
定
員
＝
先
着
25
人
（
大

人
限
定
）
●
参
加
費
＝
５
０
０
円

（
保
険
料
含
む
）
※
軽
食
付
き
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
10
月
４
日
b
ま
で

に
、
十
日
町
体
力
つ
く
り
ス
イ
ミ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
（
1
58
│
３
３
４
３
）

２
０
０
５
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
ス
冬
期
世
界
大
会
に
向
け
て
５

０
０
万
人
ト
ー
チ
ラ
ン
柏
崎
大
会
を

開
催
し
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
問
合

お
は
な
し
た
ま
て
ば
こ

10
月
の
な
か
よ
し
ラ
ン
ド

ど
ん
ぐ
り
お
は
な
し
の
へ
や

赤
い
羽
根
チ
ャ
リ
テ
ィ

な
つ
メ
ロ
歌
謡
シ
ョ
ー

高
橋
芳
夫

「
大
地
の
恵
み
」
作
品
展

き
の
こ
鑑
別
講
習
会

市
長
杯
争
奪

大
池
へ
ら
ブ
ナ
釣
り
大
会

キ
ナ
ー
レ
体
験
工
房
館

草
木
染
め
教
室

文
化
の
香
る

観
光
資
源
め
ぐ
り

キナーレきもの歴史館と中心商店

街の空き店鋪を利用して、楽しく歩

ける賑わいの空間の創出します。

【期　間】

10月2日g～24日a

※6日d・13日d・20日dは休館

【会　場】

①キナーレきもの歴史館

（入場料300円）

・アンティークキルト

・坂口徳子所蔵展

②本町通りの空き店鋪（６店鋪）

グァムや地元のキルト愛好家グル

ープ作品など

【問合せ】

十日町市観光協会（157－3345）

Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー

体
験
料
理
教
室

す
く
す
く
教
室

簡
単
離
乳
食
と
育
児

に
い
が
た
連
携
公
開
講
座

健
康
い
き
い
き
ウ
ォ
ー
ク

総合体育館では、運動経験がない人でも安心して、楽しく体力づくりができるよう、教室や無料体
験講座を開催しています。現在は下記講座のⅢ期参加者を募集中です。ふるってお申し込みください。

内　容

時　間

Ⅲ　期
開催期間

ソフトエアロビクス教室
【１コース10回】

足腰への負担の少ない
運動で、高齢者や初め
ての人でも安心して参
加できます。
【対象＝15歳以上、

中学生不可】

初心者から慣れてきた
人を対象に、徐々にレ
ベルをあげていく基本
的な教室です。
【対象＝15歳以上、

中学生不可】

月曜日【昼】
午前10時～11時15分

木曜日【夜】
午後７時30分～８時45分

10月18日～12月20日 10月14日～12月16日

エアロビクス教室
【１コース10回】

けんこつ体操教室
【１コース８回】

寝たきりにならないよ
うに、筋肉や骨、脳を
刺激し、体をきたえる
運動をします。
【対象＝
おおむね50歳以上】

金曜日【昼】
午前10時～11時15分

10月22日～12月10日

レインボー水中体操教室
【１コース８回】

寝たきりを防ぐための
意図的、効果的な水中
運動です。水中で確か
な効果と楽しさを体験
できます。
【対象＝
おおむね50歳以上】

費　用
参加費1,500円参加費（１コース分）2,000円 参加費　　3,500円

施設使用料（毎回）200円または定期券
※１か月以上の定期券をお持ちの人は参加費のみ

施設使用料　800円
または個人パスポート

11月10日～1月5日

※12月29日除く

水曜日【昼】
午後１時45分～３時

ィットネス　　　ってみようディ！
■申込み・問合せ
総合体育館（152─4377）やフ

下
水
処
理
セ
ン
タ
ー
見
学
会

出
会
い
ふ
れ
あ
い

何
で
も
バ
ザ
ー

きものの街のキルト展

第
８
回
新
潟
県

き
も
の
園
遊
会
in
十
日
町

和
ー
ト
き
も
の
大
集
合

笹
山
じ
ょ
う
も
ん
市
２
０
０
４

ト
ー
チ
ラ
ン
柏
崎
大
会

へ
の
伴
走
参
加
者
募
集

十日町市制施行50周年協賛行事

きものの街のキルト展

十
日
町
お
や
こ
劇
場

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

さ
ん
し
ょ
う
太
夫
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お知らせ・ガイドお知らせ・ガイド

せ
て
く
だ
さ
い
。
●
問
合
せ
＝
５
０

０
万
人
ト
ー
チ
ラ
ン
柏
崎
実
行
委
員

会
事
務
局
（
1
０
２
５
７
│
２
３
│

２
８
２
６
）

●
期
日
＝
10
月
17
日
a
●
会
場
＝
駅

西
ひ
ろ
ば
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
10

月
12
日
c
ま
で
に
、
北
越
急
行
㈱
営

業
開
発
室
（
1
50
│
１
２
５
１
）

●
健
康
づ
く
り
フ
ェ
ア
・
市
民
福
祉

ま
つ
り
＝
３
日
a
ク
ロ
ス
10
‥
午
前

９
時
30
分
〜

●
老
人
デ
イ
ケ
ア
＝
１
日
f
吉
田
地

区
公
民
館
、
６
日
d
下
条
地
区
公
民

館
・
高
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

９
日
g
中
条
地
区
公
民
館
、
19
日
c

水
沢
地
区
公
民
館
、
20
日
d
高
山
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
21
日
e
下

条
地
区
公
民
館
、
28
日
e
吉
田
地
区

公
民
館
‥
午
前
９
時
30
分
〜
（
中
条

地
区
館
は
10
時
〜
）

●
リ
ハ
ビ
リ
教
室
＝
１
日
f
・
７
日

e
・
８
日
f
・
14
日
e
・
15
日
f
・

21
日
e
・
22
日
f
・
28
日
e
・
29
日

f
保
健
セ
ン
タ
ー
‥
午
前
９
時
30
分

〜●
高
齢
者
健
康
講
座
＝
18
日
b
明
石

の
湯
‥
午
前
10
時
〜

●
水
中
歩
行
教
室
＝
５
日
c
・
12
日

c
・
19
日
c
・
26
日
c
十
日
町
体
力

つ
く
り
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
‥
午

前
９
時
30
分
〜

●
け
ん
こ
つ
体
操
教
室
＝
22
日
f
・

29
日
f
武
道
館
柔
道
場
‥
午
前
10
時

〜●
水
中
体
操
教
室
＝
６
日
d
・
13
日

d
・
20
日
d
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
フ
ォ
ー

ラ
ム
セ
ン
タ
ー
‥
午
後
１
時
45
分
〜

●
日
時
＝
10
月
１
日
f
午
後
２
時
〜

３
時
●
会
場
＝
津
南
町
保
健
セ
ン
タ

ー
●
医
師
＝
須
賀
医
師
（
中
条
第
二

病
院
）
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
健
康

福
祉
課
健
康
増
進
係
（
内
線
１
４
４
）

ま
た
は
十
日
町
地
域
振
興
局
健
康
福

祉
部
（
1
57
│
２
４
０
０
）

児
童
手
当
は
、
小
学
校
３
学
年
修

了
前
の
児
童
を
養
育
し
、
所
得
が
一

定
額
を
超
え
な
い
人
に
支
給
さ
れ
ま

す
。
６
月
〜
９
月
分
ま
で
の
児
童
手

当
は
10
月
８
日
f
に
受
給
者
の
指
定

し
た
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。
今
年

４
月
か
ら
児
童
手
当
の
支
給
対
象
年

齢
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
が
、
小
学
校

２
・
３
年
生
の
保
護
者
は
、
９
月
30

日
e
ま
で
に
請
求
手
続
き
を
し
な
い

と
、
４
月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
支

給
さ
れ
な
い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
児
童
手
当
の
月
額
（
児
童
一
人
あ

た
り
）
＝
２
人
目
ま
で
５
、
０
０
０

円
、
３
人
目
以
降
一
人
に
つ
き
１
０
、

０
０
０
円
●
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課

国
民
年
金
係
（
内
線
１
５
１
）

９
月
は
固
定
資
産
税
第
３
期
と
国

民
健
康
保
険
料
第
６
期
及
び
介
護
保

険
料
第
６
期
の
納
税
・
納
付
の
月
で

す
。
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
せ
＝
税
務
課
・
介
護
保
険
課

●
公
民
館
本
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
総
合
体
育
館
＝
毎
週
火
曜
日

●
博
物
館
＝
４
日
b
・
12
日
c
・
18

日
b
・
25
日
b

●
情
報
館
＝
４
日
b
・
12
日
c
・
18

日
b
・
25
日
b
、
29
日
f

●
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
＝
毎
週
土
・
日

曜
日
・
11
日
（
体
育
の
日
）

●
補
助
対
象
＝
融
雪
式
及
び
耐
雪
式

●
補
助
条
件
＝
①
個
人
住
宅
及
び
共

同
住
宅
（
併
用
住
宅
及
び
建
売
住
宅

含
む
）
②
平
成
17
年
３
月
15
日
ま
で

に
完
成
す
る
住
宅
●
補
助
金
額
＝
上

限
44
万
円
●
受
付
期
間
＝
10
月
29
日

f
●
問
合
せ
＝
雪
・
水
対
策
課
建
築

住
宅
係
（
内
線
２
７
５
）

10
月
１
日
の
「
法
の
日
」
に
ち
な

ん
で
、
無
料
で
相
談
を
受
け
つ
け
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
●
日
時

＝
10
月
13
日
d
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
●
会
場
＝
十
日
町
合
同
庁
舎
（
宮

田
町
）
●
相
談
内
容
＝
①
土
地
・
建

物
の
売
買
、
相
続
な
ど
②
土
地
の
境

界
問
題
③
会
社
の
設
立
、
会
社
・
法

人
登
記
の
問
題
④
結
婚
・
離
婚
、
戸

籍
・
国
籍
の
問
題
⑤
地
代
・
家
賃
な

ど
の
供
託
の
問
題
⑥
家
庭
内
、
親
族

間
、
近
隣
間
の
も
め
ご
と
な
ど
⑦
金

銭
の
貸
借
、
保
証
、
多
重
債
務
に
つ

い
て
の
問
題
な
ど
●
相
談
担
当
者
＝

法
務
局
職
員
・
人
権
擁
護
委
員
・
司

法
書
司
・
土
地
家
屋
調
査
士
●
問
合

せ
＝
新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町
支
局

（
1
52
│
２
５
７
５
）

児
童
虐
待
な
ど
で
家
庭
に
恵
ま
れ

な
い
児
童
が
増
え
て
い
ま
す
。
児
童

の
健
全
な
成
長
に
は
、
温
か
い
家
庭

で
の
生
活
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
こ
の

た
め
、
児
童
福
祉
法
で
家
庭
養
育
制

度
が
設
け
ら
れ
、「
里
親
制
度
」
が

大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

里
親
に
は
、
養
育
里
親
、
短
期
里

親
、
親
族
里
親
、
専
門
里
親
が
あ
り
、

児
童
の
状
態
に
合
わ
せ
て
、
里
親
の

家
庭
を
提
供
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
●
問
合
せ
＝
県
六
日
町
児
童

相
談
所
（
1
０
２
５
―
７
７
０
―
２

４
０
０
）

●
期
日
と
会
場
（
受
付
時
間
）
＝
▼

３
日
a
ク
ロ
ス
10
（
午
前
９
時
30
分

〜
正
午
）、
リ
オ
ン
ド
ー
ル
（
午
後
２

時
〜
４
時
）
▼
28
日
e
十
日
町
砂
利

㈱（
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
）、
県
立

十
日
町
病
院
（
午
後
１
時
〜
３
時
）

●
問
合
せ
＝
健
康
福
祉
課
保
健
予
防

係
（
内
線
１
４
１
）

●
対
象
と
な
る
子
＝
①
10
月
１
日
現

在
生
後
３
か
月
〜
接
種
日
現
在
７
歳

６
か
月
未
満
の
子
で
、
過
去
未
接
種

か
１
回
の
み
の
子
②
16
年
１
月
２
日

〜
７
月
１
日
に
生
ま
れ
た
子
に
は
個

別
通
知
を
し
ま
す
●
投
与
の
方
法
＝

６
週
間
以
上
の
間
隔
で
２
回
投
与
し

ま
す
。
間
隔
が
離
れ
た
場
合
で
も
２

回
受
け
て
く
だ
さ
い
●
投
与
を
受
け

ら
れ
な
い
子
＝
下
痢
を
し
て
い
る
子

●
注
意
事
項
＝
「
予
防
接
種
と
子
ど

も
の
健
康
」を
必
ず
読
ん
で
き
て
く

だ
さ
い
●
持
参
す
る
も
の
＝
母
子
健

康
手
帳
（
忘
れ
る
と
接
種
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
）、
体
温
計

◎
よ
り
安
心
し
て
予
防
接
種
を
受
け

て
い
た
だ
く
た
め
に

①
「
予
防
接
種
と
子
ど
も
の
健
康
」

を
読
み
、
予
防
接
種
に
つ
い
て
十

分
理
解
し
て
受
け
ま
し
ょ
う

②
投
与
後
、
便
に
は
１
か
月
程
度
、

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
ウ
イ
ル
ス
が

で
て
い
ま
す
。
お
む
つ
交
換
を
し

た
後
は
便
の
処
理
を
き
ち
ん
と
行

い
、
必
ず
手
洗
い
を
し
ま
し
ょ
う

③
免
疫
機
能
の
弱
っ
て
い
る
人
や
、

現
在
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
人
は

予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
主
治

医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

●
問
合
せ
＝
健
康
福
祉
課
保
健
予
係

（
内
線
１
４
１
）

８月の交通事故発生状況 （ ）内は1月からの累計

高齢ドライバーの事故防止

勤労青少年ホームには、市内外の若者

が集まっています。各種講座やスポーツ

クラブに所属し活動していますが、自治

会「利用者協議会」も大事な活動のひと

つです。

ホームには、今年度120人の登録者が

ありました。全員利用者協議会の会員で

もあります。会員同士の交流の場として

「飲み会」あり、県内のホーム生との交

流会やスポーツ大会ありと、内容盛りだ

くさんです。

10月31日aには、メーンイベント

「ホーム祭」が予定され、各講座の発表

の場として、また地域の皆さんとのふれ

あいの場として、大いに楽しもうと委員

会を中心に企画を練っています。バザー

では、おいしいメニューも用意しますの

で、ぜひお出かけください。

（勤労青少年ホーム）

こちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会です

10月の交通安全キャンペーン

年

16年

15年

発生件数

21（129）

13（123）

負傷者数

23（153）

15（150）

死者数

0（4）

1（2）

物件事故数

38（402）

63（395）

高齢化社会の進行に伴い、高齢者が被

害に遭うばかりでなく、高齢者が加害者

になる、いわゆる高齢ドライバーによる

事故も少なくありません。

「利用者協議会」を　
紹介します

秋
期
ポ
リ
オ
（
小
児
ま
ひ
）

生
ワ
ク
チ
ン
投
与

日　程　表

●受付時間＝午後１時30分～２時15分

（時間厳守）

●会場＝保健センター

地　　区 期　日

川治・六箇・水沢

10月5日c中条・下条・吉田

10月7日e

十　日　町 10月8日f

10月の
献血

全
血
献
血

克
雪
住
宅
補
助
申
請
受
付

期
間
を
延
長
し
ま
す

10
月
の
休
館
日

20

むし歯のないよい歯の子
8月の３歳児健診を受けた子28人

よい歯の子 住 所　　保護者

（上原）

（上原）

（上川町）

（塚原町）

（春日町２）

（伊達1）

（下町）

（北新田3）

（城之古3）

（中町）

（本町6-3）

（南新田町3）

（春日町3）

（西本町2）

（小黒沢）

（川治下町1）

秀行

千恵

義則

康浩

幸江

徹也

和人

広史

勇至

浩之

保

秀彰

正志

光義

邦元

冨雄

清 水 　 龍
りゅう

佐 藤 詠
えい

士
し

山本陽
ひ

向
な

子
こ

蕪 木 遼
りょう

馬
ま

石 沢 　 翼
つばさ

宮 沢 美
み

里
さと

岩 田 俊
しゅん

平
ぺい

徳 永 由
ゆ

貴
き

千保木和
かず

代
よ

岡 田 琴
こと

音
ね

柳 　 拓
たく

玖
ま

高 橋 侑
ゆう

希
き

小 海 春
はる

陽
ひ

庭 野 義
よし

己
き

宮 澤 優
ゆう

大
だい

霜 垣 優
ゆう

斗
と

「
法
の
日
」
週
間

法
務
行
政
相
談
所

10
月
は
里
親
月
間
で
す

育児や介護などで仕事を中断してい

る再就職希望者のためのセミナーです。

再就職準備のために必要な基礎知識を

学びます。

日　時 10月13日d

午前10時～午後０時30分

10月14日e

午前９時30分～午後０時30分

内　容　13日講義、14日演習（パソコ

ン使用）

会　場 情報館

定　員 先着18人

※２日間とも参加できる人

受講料 無　料

その他 ６か月から就学前の幼児を保

育ルームでお預かりします。

（事前申込み・定員10人）

申込み・問合せ

雇用商工課雇用促進係（内線267）

Re・Beワークセミナー

た
っ
し
ゃ
で
１
０
０

10
月
の
主
な
事
業

６
月
〜
９
月
分
の

児
童
手
当
を
振
込
み
ま
す

税
金
は
ぼ
く
ら
の
暮
ら
し
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

９
月
の
納
税
・
納
付

1 高齢者の交通事故防止
2 夕暮れ時と夜間の

交通事故防止対策の推進
3 シートベルトとチャイルド

シートの正しい着用の徹底

運動の重点

秋の交通安全運動実施中
9月21日C～9月30日E

心
の
健
康
相
談

ほ
く
ほ
く
線
駅
西
ま
つ
り

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
参
加
者
募
集
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■克雪都市宣言（昭和56年9月22日制定） ■スポーツ健康都市宣言（昭和59年12月23日制定）
■核兵器廃絶平和都市宣言（昭和63年8月6日制定）都市宣言

市の木

「きり」
（昭和48年5月18日制定）

市の花

「山つつじ」

2004.10.Octomber

休日救急医

健康相談 保健師による相談

※健康手帳のある人はご持参ください。

●高年齢者職業相談
毎週月～金曜日　午前９時～午後４時　　

会場：高年齢者職業相談室（サンクロス十日町内）

おおむね45歳以上が対象です

●合同相談会（法律・行政・人権相談）
21日E 午前10時～午後３時

会場：公民館本館

●法律相談 電話で市民生活課市民係へ要予約

毎週木曜日　午後１時30分～４時

（21日Eは上記合同相談会で実施）
会場：保健センター総合相談室ほか

●定例社会保険（健康保険・年金）相談
毎月第２・第４木曜日　

午前10時～正午、午後１時～３時

会場：クロス10

●ふれあい福祉センター心配ごと相談
毎週火・木曜日　午後１時～４時

会場：十日町市社会福祉協議会

事 業 名 期 日 受付時間 対象児

３歳児健診
３歳６か月児が対象です

1歳6か月児健診

14日E 午後1時～1時30分 13年4月
生まれの幼児

20日D 午後1時～1時30分 15年4月
生まれの幼児

４か月児健診 27日D 午後1時～1時30分 16年6月
生まれの乳児

2歳6か月児身体測定

10か月児身体測定 27日D 午前9時15分～10時 15年12月
生まれの乳児

①1歳6か月児・3歳児健診は歯科検診があります。
②４か月児健診を受けない場合は、保健予防係まで書類を取りに
来てください。

③３歳児健診前に検査セットを送りますので、届かない人は保健
予防係（内線141）まで連絡してください。

乳幼児健診 会場：保健センター

今月はお休みです
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■
編
集
/企
画
人
事
課
広
報
広
聴
係

●
そ
れ
ま
で
桜
花
レ
ス
リ
ン
グ
道
場
の
存

在
す
ら
知
ら
な
か
っ
た
人
に
と
っ
て
、
ま

さ
に
「
降
っ
て
湧
い
た
」
よ
う
な
話
だ
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。「
な
ぜ
十
日
町
に
？
」、

そ
れ
が
今
回
特
集
を
組
ん
だ
き
っ
か
け
で

す
。
塩
之
又
に
桜
花
レ
ス
リ
ン
グ
道
場
が

誕
生
し
て
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
取
材

は
、
全
く
知
識
の
な
い
自
分
に
と
っ
て
驚

き
の
連
続
で
し
た
。

「
山
奥
の
廃
校
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
強

化
施
設
に
な
る
な
ん
て
、
当
時
だ
れ
が
想

像
し
た
で
し
ょ
う
か
」。
最
近
、
何
度
と
な

く
聞
か
れ
た
言
葉
で
す
。
し
か
し
、
想
像

し
て
い
た
人
が
い
た
ん
で
す
。
い
や
、
想

像
と
い
う
よ
り
も
「
信
じ
て
疑
わ
な
か
っ

た
」
と
言
っ
た
ほ
う
が
正
確
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
人
は
、
現
在
の
日
本
レ
ス
リ

ン
グ
協
会
会
長
、
福
田
富
昭
さ
ん
。
そ
し

て
、
そ
れ
を
支
援
し
続
け
た
の
が
市
内
の

丸
山
秀
二
さ
ん
や
小
口
勝
男
さ
ん
、
故
・

林
福
市
さ
ん
。
桜
花
レ
ス
リ
ン
グ
道
場
は

本
当
に
多
く
の
人
々
の
情
熱
に
支
え
ら
れ

て
来
た
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
初
め
て
知
り

ま
し
た
。
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
獲
得

し
た
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
の
メ
ダ
ル
、
そ
れ

は
市
内
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
胸
に
輝

く
「
13
年
目
の
金
メ
ダ
ル
」
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

（
玉
）

編

集

後

記

山口医院 下条中央通り 55-200331日A

医療機関名期 日 住　所 電話番号

3日A
富田医院 川西町 61-0200

津南病院 津南町 65-3161

川西町診療所 川西町 68-2034

池田医院 本町西1 52-2581

10日A

山口医院 袋町中 52-217417日A

大熊内科医院 山本町1 52-7066

中条病院 北原 57-3018
24日A

11日_

期 日 会　　場 受付時間

4・18日B

12日C

保健センター

新座コミュニティセンター

大井田コミュニティセンター

川治地区公民館

羽根川荘

水沢地区公民館

平成園

飛渡地区公民館

吉田就業改善センター

山谷集会所

中条地区公民館

北原集落センター

下条地区公民館

上新田公民館

午前9時～11時30分

午前9時～11時30分

午後1時30分～4時

午前9時～11時30分

午前9時～11時30分

午前9時～11時30分

午後1時30分～4時

午前9時30分～11時30分

午前9時～11時30分

午後1時30分～4時

午前9時～11時30分

午後1時30分～4時

午前9時～11時30分

午後1時30分～4時

21日E

15日F

22日F


